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研究分野紹介 50音順 

氏名 職位 主な専門分野  キーワード 頁  

あ 足 立 俊 輔 教授  病院管理会計、医療経営、公会計、

非営利会計 

厚生労働省「医師の働き方改革」におけるタ

スク・シフティングの推進、病院BSCを通じた

院内コミュニケーションの推進 

4 

 天 野 か お り 准教授 成人教育、生涯学習、社会教育 コミュニティ・スクール（学校運営協議会制

度）、地域学校協働活動、社会に開かれた

教育課程、地域とともにある学校づくり、学校

を核とした地域づくり 

5 

 石 井 良 輔 准教授 ゲーム理論 ゲーム理論、均衡選択、コミットメント 6 

 石 川 朝 子 准教授 教育社会学、異文化間教育、キャリア

教育 

在日外国人教育、エスニック・アイデンティテ

ィ、外国人学校 

7 

 石 村 美 由 紀 准教授 看護学、母性看護学、助産学、看護

教育、思春期学、不妊支援 

看護学、母性看護学、助産学、看護教育、

思春期学、不妊支援 

8 

 磯 谷 明 徳 特命教授 制度経済学、進化経済学 制度、進化、調整の時間的・空間的重層

性、資本主義の多様性、ハイブリッド化 

9 

 猪 又 由 華 里 講師 日本語教育学、年少者日本語教育 日本語教育、年少者日本語教育、専門日

本語 

10 

 上 野 惠 美 准教授 キャリア教育・インターンシップ 若 年 者のキャリア形 成、大 学 生 の新 卒 採

用、インターンシップ 

11 

 呉  香 善 講師 韓国語教育、韓国語教授法 韓国語教育、韓国語教授法、対象言語

学、第二言語習得 

12 

 太 田 麻 美 子 准教授 教育経済学、ソーシャルデータサイエンス

（乳幼児教育）、ダイバーシティ教育 

教育経済学、ソーシャルデータサイエンス、イン

クルーシブ教育、乳幼児教育 

13 

 大 野 悠 介 准教授 憲法学 経済的自由、職業の自由、国家論 14 

か 加 来 和 典 准教授 社会学 アクセシビリティ 15 

 加 藤 秀 男 特命准教授 英語教育、教育心理学、臨床心理学 英語教育、ピア・サポート、楽観主義、道徳

教育 

16 

 川 波 洋 一 特別招聘

教授 

貨幣論、金融論 貨幣、信用、銀行業、金融システム、金融

危機、消費金融 

17 

 川 野 祐 二 教授 非営利組織論 NPO、公共、経営、科学技術 18 

 河 本 乃 里 講師 看護管理、医療安全、健康福祉学 看護管理、就業継続、M-GTA、ヘルスケア

システム、目標管理 

19 

 岸 本 充 弘 特命教授 捕鯨産業史・文化史、水産経済学、

鯨に係る産官学連携事業 

鯨、捕鯨、捕鯨産業、鯨文化、水産経済、

水産史、産官学連携 

20 

 金  珉 智 准教授 教育 経 済学 、社会 医 学、医 学 統 計

学、リハビリテーション医学、医療社会福

祉学、特別支援教育 

教育経済学、医学統計、社会医学、リハビリ

テーション医学 

21 

 高 路 善 章 教授 第二言語習得理論 第二言語習得、作文、談話分析、テキスト

分析 

23 

 小 原 愛 子 准教授 教育経済学、ソーシャルデータサイエン

ス、尺度開発、QOL向上の観点からの

教育成果、インクルーシブ教育 

教育経済学、ソーシャルデータサイエンス、教

育成果、QOL、インクルーシブ教育 

24 

 小 村 有 紀 准教授 自治体政策、人材開発 自治体政策、人材育成 25 

 小 栁 真 二 准教授 経済地理学 研究開発、イノベーションシステム、都市 26 

 Collett Paul 教授 外国語学習方略、研究方法 Language learner psychology, 

research methodology 

27 

さ 佐 々 木  淳 准教授 数学教育、教育測定論、多変数複素

解析 

数学教育、算数教育、統計教育、IRT、項

目反応理論、Bergman核関数 

28 
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 佐 々 木  実 准教授 宇宙物理学 宇宙物理学、銀河、撮像分光観測 29 

 佐 藤 亜 紀 准教授 看護学教育、救急看護 e-ラーニング、ICT、ブレンド型学習 30 

 佐 藤  隆 教授 産業組織論、家族の経済学 競争政策、産業政策、家族の経済学 31 

 猿 渡  剛 教授 地域経済統合、自由貿易協定 東アジア経済、マレーシア経済、地域経済統

合・自由貿易協定、デジタル・エコノミー、外

国人労働者の受け入れ 

33 

 嶋 田 崇 治 准教授 ドイツ財政金融史 ドイツ、政府間財政関係、財政と金融の関

係、国際関係 

34 

 趙  彩 尹 准教授 教育経済学、ソーシャルデータサイエン

ス、医学統計学、国際比較研究、リハ

ビリテーション医学 

教育経済学、ソーシャルデータサイエンス、医

学統計、国際比較研究、リハビリテーション医

学 

35 

 徐  明 講師 ライフサイエンス、生理学、薬理学 分子生物学、がんの浸潤と転移、がんのバイ

オマーカー、がんの遺伝学、薬理学 

37 

 菅  正 史 教授 都市・地域計画、都市環境政策 都市政策、地域政策、環境政策 38 

 杉 浦 勝 章 副学長・教授 地域経済 産業立地、産業配置、地域政策 39 

 砂 原 雅 夫 特命教授 地方行財政、関門地域論 関門地域、地方行政 40 

 関 野 秀 明 教授 経済理論（『資本論の経済学』）、現

代資本主義論 

マルクス、アベノミクス批判、賃金主導型経済

成長、新福祉国家構想 

41 

た 髙 田 清 美 准教授 英語教育、学校教育相談  42 

 高 橋 和 幸 教授 財務会計 会計制度、ディスクロージャー、コミュニケーショ

ン 

43 

 竹 内 裕 二 教授 まちづくり、地域活性化、地域産業論、

地域経営論 

住民参加、まちづくり、協働、ジャーナリズム、

メディア 

44 

 田 中 信 彦 准教授 バイオインフォマティクス、データサイエンス 機械学習、実験動物学、マウス、遺伝学、ト

ランスオミクス、フェノーム、表現型、ビッグデー

タ、ヘルスデータ、データマイニング、統計解

析、データサイエンス 

45 

 谷 口 弘 一 教授 社会心理学 Interpersonal stressors, 

Interpersonal stress coping, Social 

support, Attachment style, 

Mindfulness, Genetic polymorphism, 

Parent-offspring conflict over mate 

choice 

47 

 

 

 

 

な 

塚 原 ひ と み 

 

鶴 沢  真 

 

中 上 裕 有 樹 

 

 

 

中 川 圭 輔 

特命教授 

 

教授 

 

准教授 

 

 

 

准教授 

看護管理学、看護教育学、母性看護

学 

コーポレートファイナンス、銀行システム、

決済システム 

データサイエンス、統計学、生物統計学 

 

 

 

経営学（企業倫理） 

看護教育、看護継続教育、看護管理、禁

煙支援、母性看護学 

イノベーション、スタートアップ、キャッシュレス 

 

統計学、データサイエンス、ヘルスデータサイエ

ンス、生物統計学、自然・人文社会科学系

分野への統計的ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ、個別化治療、

消化器がん、がん免疫、次元縮約、分類 

企業倫理、企業の社会的責任（CSR） 

48 

 

50  

 

51 

 

 

53 

 中 嶋 恵 美 子 

 

中 林 浩 子 

 

特命教授 

 

教授 

基礎看護学、看護教育、看護倫理 

 

学校臨床心理学、教師教育、生徒指

導・教育相談、特別支援教育、ピア・サ

ポート、協同学習、インクルーシブ教育 

看護学教育、基礎看護学、新卒看護師支

援、高齢者支援 

 

教師の熟達化、包括的生徒指導プログラム

（MLA）、UDL（学びのユニバーサルデザイ

ン）、ピア・サポート 

54 

 

56 

 長 濱 幸 一 准教授 西洋経済史、西洋史 ナショナリズム、商工会議所、フェアトレード、

SDGs 

57 

 西 田 郁 子 

野 津 隆 臣 

准教授 

講師 

流通論 

ゲーム理論、産業組織論 

流通システム、ビジネスシステム 

ゲーム理論、競争政策 

58 

59 
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は 韓  昌 完 学長・教授 教育経済学、組織マネジメント、社会

制度・政策、ソーシャルデータサイエンス

（乳幼児教育から高齢者のQOL）、イ

ンクルーシブ教育 

教育経済学、組織マネジメント、社会制度・

政策、ソーシャルデータサイエンス、インクルーシ

ブ教育、乳幼児教育、評価システム開発 

60 

 平 松  拓 特命教授 国際金融論、企業財務論 国際収支、経常収支、発展段階説、成熟

した債権国、ビットコイン、デジタル通貨、ブロッ

クチェーン、財務レバレッジ、ROE、自社株式

購入 

62 

 平 山 也 寸 志 

福 田 龍 樹 

教授 

講師 

民法学 

無線通信工学、信号処理、機械学習 

代理制度 

MIMO無線通信システム、機械学習、シミュ

レーション 

63 

64 

 藤 井 美 男 特命教授 西洋経済史 西欧中世都市、手工業史、南ネーデルラン

ト、ブルゴーニュ国家 

65 

 古 庄 夏 香 准教授 看護学 患者教育、看護理論、透析看護、看護技

術、慢性看護学 

66 

ま 馬  叢 慧 

 

松 浦 健 二 

准教授 

 

講師 

日中文化比較、中国語教育 

 

薬理学、機械学習、因果推論 

茶文化、煎茶、売茶翁、中国文化、中国語

教育、タスク 

アルツハイマー型認知症、細胞老化、因果推

論 

67 

 

68 

 松 﨑 守 利 准教授 健康運動学、運動生理学、柔道  69 

 松 本 義 之 教授 経営情報、知識工学 知識工学、テキストマイニング、ディープラーニ

ング 

70 

 水 谷 利 亮 教授 地方自治論、行政学 小規模自治体、自治体間連携 71 

 村 田 和 博 教授 経営学史、経済学史 古典派経済学、経営学史、経済学史 72 

や 柳 純 教授 マーケティング論 マーケティング、国際マーケティング、小売経営 73 

 藪 内 賢 之 教授 多変量解析、ソフトコンピューティング、

技術経営 

多変量解析、ソフトコンピューティング、可能

性、あいまいさ 

74 

 横 山 寛 和 准教授 財政学 経済学、財政学、社会保険、公的年金、持

続可能性 

75 

わ 渡 邉 尚 孝 教授 臨床心理学、カウンセリング、コミュニティ

心理学、教育心理学、教育経済学 

カウンセリング、多文化共生、グローバル人材

育成 

76 

※2023年7月1日現在 

  



4 

基本情報 

氏名 足立 俊輔 学位 博士（経済学） 

所属（学部・学科） 
経済学部公共マネジメント学科・経済学研究科

（経済コミュニティシステム・国際ビジネス領域） 
職位 教授 

主な専門分野 病院管理会計、医療経営、公会計、非営利会計 

研究について 

テーマと概要 
タスク・シフティングを支援する病院管理会計システムの設計・運用に関する研究 

クリニカルパスを活用した病院 BSC と時間主導型原価計算の関係性に関する研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

 足立俊輔『アメリカ病院原価計算』同文舘出版、2019 年。 

 丸田起大・足立俊輔「我が国における病院 BSC 実務の多様性と形成要因―ケースレビ

ューにもとづく探索的研究―」産業経理協会『産業経理』（第 75 巻 1 号）、33-42

頁、2015 年。 

 足立俊輔「病院原価計算システムにおける間接費配賦の課題と対応」『管理会計学』

（第 28 巻第 1 号）、43-58 頁、2022 年。 

 Adachi, S., Mizuno, M. and O. Maruta (2021), Effects of Cost Allocation 

Method Change on Patient Profitability Evaluation: A Case of Ability-to-

Bear Principle, Japanese management & International Studies, Vol.18, 

pp.115-128. 

 Suemori, Y., Adachi, S. and O. Maruta (2017) Using the Balanced 

Scorecard to Improve Management in Healthcare Facilities, Journal of 

Medical Safety (short communication), pp.75-79, August, 2017. 

科研費等の受託事業

実績 

「タスク・シフティングを支援する病院管理会計システムの設計・運用に関する研究」研究代表者

（研究課題番号：20K02014）基盤研究(C)、2020 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日 

「クリニカルパスを活用した病院 BSC と時間主導型原価計算の関係性に関する研究」研究代

表者（研究課題番号：17K04064）基盤研究(C)、2017 年 4 月 1 日～2020 年 3 月

31 日 

「病院 BSC を介した時間主導型原価計算のキャパシティ情報の有用性に関する研究」研究代

表者（研究課題番号：26780253）若手研究(B)、2014 年 4 月 1 日～2017 年 3 月

31 日 

「保険者機能の観点からみた時間ベースの病院原価計算の適用可能性」研究代表者（研究

課題番号：24730394）若手研究(B)、2012 年 4 月 1 日～2014 年 3 月 31 日 

キーワード 
・厚生労働省「医師の働き方改革」におけるタスク・シフティングの推進 

・病院 BSC を通じた院内コミュニケーションの推進 

SDGs への対応 
3. 人々に保健と福祉を  

8. 働きがいも経済成長も 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 天野 かおり 学位 修士（教育学） 

所属（学部・学科） 教養教職機構・経済学部経済学科 職位 准教授 

主な専門分野 成人教育、生涯学習、社会教育 

研究について 

テーマと概要 

⚫ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）と地域学校協働活動に着眼した、学校・

家庭・地域の連携協力のあり方に関する研究 

⚫ 「地域課題解決学習」を通じた、おとなの学びに関する研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

⚫ 志々田まなみ・天野かおり・熊谷愼之輔・佐々木保孝、「学校・家庭・地域の連携協働に

よる家庭教育支援体制の課題について」『日本生涯教育学会論集』第 39 号、23-32

頁、2018 年 9 月。 

⚫ 天野かおり「『特別の教科 道徳』にかかる教員の負担の合理化を試みる実践に関する一考

察」『下関市立大学論集』第 62 巻第 3 号、1-8 頁、2019 年 1 月。 

⚫ 天野かおり「岡山市立岡西公民館～高齢者のちょっとした困りごとを支える「三門学区地域

のみんなでつながり隊」の活動～」国立教育政策研究所社会教育実践研究センター『ボラ

ンティアの学びと地域課題解決学習の推進に関する調査研究報告書』40-43 頁、2020

年 3 月。 

⚫ 天野かおり・志々田まなみ・佐々木保孝・熊谷愼之輔「学校運営協議会における主任児

童委員および民生委員・児童委員との連携に関する研究－山口県を事例として－」『日本

生涯教育学会論集』第 41 号、2020 年 12 月。 

科研費等の受託事業

実績 

科学研究費（課題番号 17K04636）天野かおり（研究代表者）「民生委員・児童委員を

介在させた学校・家庭・地域の連携協力のあり方に関する研究」（2017～2019 年度） 

キーワード 
コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）、地域学校協働活動、社会に開かれた教育課

程、地域とともにある学校づくり、学校を核とした地域づくり 

SDGs への対応 
 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 

  



6 

 

基本情報 

氏名 石井 良輔 学位 博士 (経済学) 

所属（学部・学科） 経済学部経済学科 職位 准教授 

主な専門分野 ゲーム理論 

研究について 

テーマと概要 

テーマ: 事前コミュニケーションによる均衡選択 

概要: 複数のナッシュ均衡のあるゲームの前段階にチープトークやコミットメント等の事前段階を

設けると結果がどう変わるかを研究する。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・Dynamic Commitment Games, Efficiency and Coordination. (with Rohan 

Dutta) Journal of Economic Theory, (2016), 163, pp. 699-727. 

・Early Competition on Discount Tickets. (with Kuninori Nakagawa) Journal of 

Transport Economics and Policy, (2015), 49(2), pp. 219-235. 

・堀一三、国本隆、渡邊直樹編著『組織と制度のミクロ経済学』、京都大学学術出版会、

2015 年、第 4 章 (pp. 91-119)、第 9 章 (pp. 245-272) 

・Concentrated Equilibrium and Intraday Patterns in Financial Markets. (with 

Katsumasa Nishide) Applied Mathematical Finance, (2013), 20(1), pp. 50-68 

・Optimal Execution in a Market with Small Investors. Applied Mathematical 

Finance, (2010), 17(5), pp. 431-451 

科研費等の受託事業

実績 

若手研究 B (2017 年度から 2018 年度) 

基盤研究 C (2020 年度から現在) 

キーワード ゲーム理論、均衡選択、コミットメント 

SDGs への対応 

 

 

 

 

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 

  



7 

基本情報 

氏名 石川 朝子 学位 修士 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 准教授 

主な専門分野 教育社会学、異文化間教育、華僑華人研究 

研究について 

テーマと概要 

在日外国人教育に関する研究 

特に、日本の外国人学校（中華学校）卒業生へのインタビューやエスノグラフィックな学校調査

から、エスニック・アイデンティティ形成と教育経験の関係について研究している。さらに、移民の子ど

もの進路形成（キャリア）についても研究を行っている。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

共著  志水宏吉編著『高校を生きるニューカマー：大阪府立高校にみる教育支援』明石書

店、2008 年 

共著 志水宏吉ら編著『日本の外国人学校：トランスナショナリティをめぐる教育政策の課題』

明石書店、2014 年 

共著 ハヤシザキカズヒコら編著『世界のしんどい学校：東アジアとヨーロッパに見る学力格差是

正の取り組み』明石書店、2019 年 

共著 佐々木一隆／田巻松雄編著『外国人生徒の学びの場 多様な学び場に注目して』下

野新聞社、2023 年 

分担執筆 異文化間教育学会編著『異文化間教育事典』明石書店、2022 年 

科研費等の受託事業

実績 

2011-2012 年 研究分担者 挑戦的萌芽研究 課題番号 23653265「外国人学校の社

会学-「往還する人々」の教育戦略を軸に」（研究代表者 大阪大学 志水宏吉）  

2014-2019 年 研究分担者 基盤研究(A) 課題番号 26245078「学力格差の実態把

握と改善・克服に関する臨床教育社会学的研究」（研究代表者 大阪大学 志水宏吉） 

2018-2021 年 研究分担者 基盤研究(C) 課題番号 18K02414「ニューカマー外国人の

教育における編入様式の研究」（研究代表 大阪大学 榎井縁） 

2019-2024 年 研究分担者 基盤研究(A) 課題番号 19H00604「外国人生徒の学び

の場に関する研究―特別定員枠校と定時制・通信制高校の全国調査」（研究代表 宇都

宮大学 田巻松雄） 

2020-2023 年 研究分担者 基盤研究(A) 課題番号 20H00100「学校システムにおける

排除と包摂に関する教育社会学的研究－マイノリティの視点から」（研究代表者 大阪大学 

志水宏吉） 

2020-2023 年 研究代表者 基盤研究(C) 課題番号 20K02596「中華学校の社会化

機能に関する研究」 

キーワード 在日外国人教育、エスニック・アイデンティティ、外国人学校 

SDGs への対応 

4. 質の高い教育をみんなに、10. 人や国の不平等をなくそう、16. 平和と公正をすべての人に 

教育社会学の立場から、移民の子どもの教育に関わる差別をなくし、公平・公正な教育のあり

方について研究調査を行なっている。日本だけでなく、香港の公立学校における移民の子どもの

学力格差是正の取り組みについても研究を行った経験がある。 

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう   
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基本情報 

氏名 石村 美由紀 学位 修士 

所属（学部・学科） 新学部設置準備室 職位 准教授 

主な専門分野 看護学、母性看護学、助産学、看護教育、思春期学、不妊支援 

研究について 

テーマと概要 

妊娠・出産・育児期にある女性とその家族への支援、不妊支援、助産師教育に関する研

究に取り組んでいます。特に不妊支援においては、不妊専門相談センターのあり方に関する

研究を行うとともに、不妊カウンセラーの資格を活かし、不妊当事者のおしゃべり会を定期

的に開催したり、行政の不育症相談員として活動しながら研究を行っています。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・石村美由紀他(2017)．死産を体験した母親の次子の妊娠・出産・育児に関する研

究(第 2 報)－次子の出産・育児体験の語りから－．母性衛生 58(2)，346-354． 

・石村美由紀他(2016)．学士課程における助産実践能力(分娩介助技術および健康

教育)の到達状況と課題．福岡県立大学看護学部紀要 13(1)，1-10． 

・石村美由紀．(2016)．「自治体ウェブサイトから得られる不妊専門相談センター事業

の情報と課題」．日本生殖看護学会誌 13(1)，21-27． 

・石村美由紀他(2015)．助産実習における学生のパワーレス状態に関する研究―その

要因と回復の促進―．福岡県立大学看護学部紀要 12(1)，13-23． 

・石村美由紀（2011）．不妊専門相談センターの役割の実態－不妊当事者の認知と

利用－．母性衛生 52（2）．319-326． 

科研 費等の受 託事 業実

績 

若手研究（B）研究代表者（石村美由紀）（平成 17 年～19 年度） 

「不妊専門相談センターのあり方に関する研究」 

基盤（C）研究代表者（石村美由紀）（平成 29 年～令和 5 年度）延長含む 

「行政が担う不妊専門相談センターを活用した不妊支援システムの構築」 

キーワード 看護学（とくに母性看護学）、助産学、看護教育、思春期学、不妊支援 

SDGs への対応 3：人々の保健医療福祉の向上のための看護学教育・研究を実施 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 磯谷 明徳 学位 京都大学博士（経済学） 

所属（学部・学科） 
経済学部経済学科・経済学研究科（教育経

済学領域） 
職位 特命教授 

主な専門分野 制度経済学、進化経済学 

研究について 

テーマと概要 

・制度と進化の政治経済学の体系化 

・労働市場と雇用システムの比較制度分析 

・企業組織の理論と企業システムのハイブリッド化に関する制度分析 

・労働・社会保障政策における社会的選好と制度形成の EU・アジア比較 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・『制度と進化の政治経済学――調整の重層性と多様性』日本経済評論社、近刊予定。 

・『水俣に生きた労働者――チッソと新日窒労組の 59 年』明石書店、2021 年。 

・Capitalisms asiatiques: Diversité et transformations,（共編著）Press Univer- 

sitaires de Rennes, 2015. 

・Diversity and Transformations of Asian Capitalisms, (共編著）Routledge, 

2012. 

・『新版 社会経済システムの制度分析――マルクスとケインズを超えて』（共著）名古屋大学

出版会、2007 年。 

・『制度経済学のフロンティア――理論・応用・政策』ミネルヴァ書房、2004 年。 

科研費等の受託事業

実績 

・基盤研究（C）「地域経済統合における経済制度の多様性と成長体制の相互依存性：

EU・アジア比較分析」（2018 年度～2022 年度：分担） 

キーワード 制度、進化、調整の時間的・空間的重層性、資本主義の多様性、ハイブリッド化 

SDGs への対応 
・5,8（第 25 期日本学術会議・経済学委員会ワークライフバランス研究分科会にて活動） 

・3,8,9（進化経済学会・現代日本の経済制度部会にて活動） 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう  
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基本情報 

氏名 猪又 由華里 学位 修士（日本文学） 

所属（学部・学科） 国際交流センター 職位 助教 

主な専門分野 日本語教育学、年少者日本語教育 

研究について 

テーマと概要 
日本の普通高校に通う外国人留学生を対象に、教科学習と日本語学習の橋渡しとなる日本

語教育、授業実践とカリキュラム開発の研究を行っています。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・「なぜ高校留学生にアクティブ・ラーニングが必要なのか」（『宮城学院女子大学大学院人文

学会誌』、第 21 号、2020 年 3 月） 

・「高校留学生のためのカリキュラムデザイン : アクティブ・ラーニングを意識した授業実践から」

（『宮城学院女子大学大学院人文学会誌』、第 22 号、2021 年 3 月） 

科研費等の受託事業

実績 
 

キーワード 日本語教育、年少者日本語教育、専門日本語 

SDGs への対応 
４．留学生に対する教科学習への橋渡しとなる日本語学習の研究 

日本語指導が必要な外国人児童生徒等への日本語指導の研究 

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 

  



11 

基本情報 

氏名 上野 惠美 学位 修士（経済学） 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 准教授 

主な専門分野 キャリア教育・インターンシップ 

研究について 

テーマと概要 

・学生から就労へのスムーズな移行（リアリティショック軽減）のためのキャリア教育、教育的

に効果の高いインターンシップの構築 など 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・（2022）日本における「キャリア教育」の動向 ～人生100年時代を見据えた「キャリア

教育」への一考察～（共著） 

・（2022）Consideration on Qualitative Changes in the Job Application 

Before and After the COVID-19 Pandemic ；Focusing on Qualitative 

Changes in Question Items（共著） 

・（2022）学生を育てるインターンシップ 電子書籍 ジアース教育新社 

文部科学通信（491）pp.32-35,（500）pp.34-37, 

・（2023）日本における大学の「キャリア教育」の現状分析 ～キャリア教育モデルの構築

に向けて～ 

科研 費等の受 託事 業実

績 

 

キーワード 若年者のキャリア形成、大学生の新卒採用、インターンシップ 

SDGs への対応 4.質の高い教育をみんなに、5.ジェンダー平等を実現しよう、8.働きがいも経済成長も 

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 呉 香善 学位 修士（比較社会文化） 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 講師 

主な専門分野 韓国語教育、韓国語教授法 

研究について 

テーマと概要 

「外国語教育における言語文化教育の有効性検証と展望」 

言語と文化学習の融合、他文化と自文化の総合理解能力を育成するための教材開発及び授

業運営方法に関する研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・『Point で学ぶ韓国語１』監修 松原孝俊、花書院、2010  

 『Point で学ぶ韓国語２』監修 松原孝俊、花書院、2011  

・「下関市民の外国語学習の現状と課題について－三つの言語（英、中、韓）を 中心に

－」、『下関市立大学地域共創センター年報』、2013 vol.6、1 頁～27 頁、2013  

・「韓国語言語文化教育に関する一考察」、『下関市立大学論集』第 58 巻第 2 号、下関

市立大学、１頁～27 頁、2013  

・「言語・文化融合型テキストを用いた主体的な学びに関する考察－韓国語学習を事例に－」

Active learning using textbooks that integrate language and culture : a 

case study of Korean language and culture learning、山口県立大学国際文化

學部紀要第 26 号、43 頁～54 頁、2020  

・ 「일본인 학습자의 한국어 경어법 오류 분석과 피드백-주체 경어를 중심으로 」 -

Error analysis of Japanese learners’ usage of Korean honorifics-Focused on 

subject honorifics- 、 Journal of the International Network for Korean 

Language and Culture、2023 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード 韓国語教育、韓国語教授法、対照言語学、第二言語習得 

SDGs への対応 

10. Diversity＆Inclusion 教育に関する研究 

：文化によるコミュニケーションスタイルの違いを理解し、 

異なる言語や文化の価値を高めることのできる人材育成。 

4. コミュニケーション能力の向上、主体性・積極性、自立性取得の研究 

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 太田 麻美子 学位 修士（教育修第 804 号） 

所属（学部・学科） 
経済学研究科（教育経済学領域）・教養教

職機構・特別専攻科 
職位 准教授 

主な専門分野 教育経済学、ソーシャルデータサイエンス（乳幼児教育）、ダイバーシティ教育 

研究について 

テーマと概要 

ダイバーシティ教育の成果に関する研究…高等教育機関におけるダイバーシティ教育の成果評

価に関する研究 

乳幼児教育における理論と実践及び定量的な成果の測定に関する研究…乳幼児教育の実

践を定量的に評価・蓄積するための研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

Mamiko OTA, Haejin KWON, Changwan HAN, Masahiro KOHZUKI, 

Development of the Disability Awareness Program (DAP) scale. Asian Journal 

of Human Services, 2020,18,63-73. 

Mamiko OTA, Eonji KIM, Mitsuyo SHIMOJO, Haejin KWON, Changwan HAN, 

The Verification of the Reliability and Construct Validity of the Disability 

Awareness Program (DAP) scale. Asian Journal of Human Services,2021,21, 

42-51. 

Mamiko OTA, Chisato NUMADATE, Eonji KIM, Changwan HAN, Basic Study 

for Development of Assessment INDEX about Curriculum of Psychology, 

Physiology and Pathology for Person with Disabilities: Focusing on 

Undergraduate Programs of Special Needs Education in Japan. Total 

Rehabilitation Research, 4:34-46, 2017.2 

太田麻美子, 權偕珍, 小原愛子. IN-Child Record に基づいた ADHD 傾向のある IN-

Child に対する指導法の分析. Journal of Inclusive Education, 3: 1-17, 2017.8 

太田麻美子, 井上智晴, 金彦志. IN-Child Record に基づいた SLD 傾向のある IN-

Child に対する指導法の分析. Total Rehabilitation Research, 6: 45-72, 2018.6 

科研費等の受託事業

実績 

科学研究費・基盤研究（C）2022-2024. 乳幼児を対象とした数概念プログラムの開発と

統計的効果検証(課題番号 22K02442). 研究代表. 

キーワード 教育経済学、ソーシャルデータサイエンス、インクルーシブ教育、乳幼児教育 

SDGs への対応 
10.ダイバーシティ教育の成果に関する研究 

4.乳幼児教育における理論と実践及び定量的な成果の測定に関する研究 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 大野 悠介 学位 法務博士（専門職） 

所属（学部・学科） 経済学部公共マネジメント学科 職位 准教授 

主な専門分野 憲法学 

研究について 

テーマと概要 

テーマ：経済秩序における国家活動の統制 

概要：経済秩序における国家の諸活動、経済活動への干渉を憲法学の観点からいかに規範

的に統制していくかを研究している。現在は国家論や秩序論についての形而上学的な

研究をしながら、日本の判例研究を手段として、流通と国家というテーマにも着手してい

る。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

「小売市場判決と薬事法判決の引用に関する覚書――要指導医薬品対面販売規制判決

を契機に――」下関市立大学論集 65 巻 3 号（2022 年）1 頁 

「グローバル化市場における人権保護」横大道ほか編『グローバル化のなかで考える憲法』（弘

文堂、2021 年）230 頁 

「【l'État／l'institution nationale】の制作・試論」法政論究 121 号（2019 年）37 頁 

「≪自由な経済活動に起因する弊害≫と憲法 22 条 1 項」慶應法学 41 号（2018 年） 53 頁 

「書籍流通制度と憲法理論・試論」慶應法学 39 号（2018 年）23 頁 

「秩序に彩られる国家――小売市場判決再訪――」慶應法学 34 号（2016 年)193 頁 

科研費等の受託事業

実績 

日本学術振興会科研費（基盤研究（C））「規制目的二分論のグローバルな再構成とその

基礎理論の探求」（代表研究者） 

日本学術振興会科研費（基盤研究（B））「グローバル化時代の憲法秩序の再構築」

（共同研究者。代表研究者：山元一） 

キーワード 経済的自由、職業の自由、国家論 

SDGs への対応 

8：職業の自由の観点から、人々の多様な職業活動に対して国家（公権力）がいかに干渉

していくか、いかに人々の職業活動を円滑に進めるかを政策的に考えるという点で、8 の内容

を含むと思われる。 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 加来 和典 学位 修士 

所属（学部・学科） 経済学部経済学科 職位 准教授 

主な専門分野 社会学 

研究について 

テーマと概要 地域社会学：過疎地域を中心に移動の研究などを行っている。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

『生活からみる社会のすがた』共編著，学文社，2022 年． 

「農 村 地 域 における 日 常 型 移 動 研 究 の意 義 」単 著 ，『 年 報  村 落 社 会 研 究 』第 58

集,pp.131-170，2022 年． 

『暮らしの視点からの地方再生 –地域と生活の社会学−』共著，九州大学出版会，2015

年． 

『欲望社会−マクロ社会の病理−』共著，学文社，2003 年． 

『家族・福祉社会学の現在』共著，ミネルヴァ書房，2001 年 

科研費等の受託事業

実績 

科研・基盤研究(C)2022-2024 年「世界遺産の社会的存立構造-カトリック・コミュニティの変

容との関わりを中心に」 

科研・基盤研究(C) 2012 – 2016 年「女性介護労働者の就業行動におけるジェンダー規範

の意味」 

科研・奨励研究(A) 1999 – 2000 年「通勤化に関する社会学的研究」 

キーワード アクセシビリティ 

SDGs への対応 11：過疎地域の研究 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 加藤 秀男 学位 ＰｈＤ（心理学） 

所属（学部・学科） ＵＲＡ室、国際交流センター 職位 特命准教授 

主な専門分野 英語教育、教育心理学、臨床心理学、 

研究について 

テーマと概要 

＊これからの英語教育 

 多文化共生時代の英語教育のあり方についての研究 

＊教育現場におけるピア・サポートの応用 

 ピア・サポートによる青少年の意識並びに行動変容の研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・Hideo, KATO. A Study on Awareness of Young Peer Supporters in a 

Japanese Secondary School Through Thematic Analysis. Asian Journal 

of Human Services. 2023, 24, 75-96. 

・Kondo, M., & Kato, H. A longitudinal study of the impact of the peer 

support programme on a Japanese maledominated high school through 

6 years practices. European Journal of Psychology and Educational 

Research, 2023, 6(2), 85-96.  

・Kato, H., Aneesha N & Magari, H. Significant of Research in Realistic 

Optimism and Its Future Prospect in School Education. Bulletin of The 

Faculty of Education, Soka University. 2021, 73, 233-244. 

・Kato, H., & Magari, H. Education of Life and its Practical Uses. Bulletin 

of The Faculty of Education, Soka University. 2021, 73, 245-258. 

・（共著）『学校教育相談の理論・実践事例集いじめの解明』第一法規  第 I、部

2022 年 3 月 

・（共著）『子どもと大人のための臨床心理学』北大路書房 第 2 章第 3 節 1、2012

年 1 月 

科研 費等の受 託事 業実

績 

特記事項無し 

キーワード 英語教育、ピア・サポート、楽観主義、道徳教育、 

SDGs への対応 

４． 

ピア・サポート活動を通して青少年の意識並びに行動変容を促進し、教育活動の充実を

はかる。 

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 川波 洋一 学位 博士（経済学） 

所属（学部・学科） 大学院経済学研究科 職位 特別招聘教授 

主な専門分野 貨幣論、金融論 

研究について 

テーマと概要 

資本主義経済における貨幣資本と現実資本の動態に関する研究 

資本主義経済における貨幣・信用理論の展開に関する研究 

米国金融システムの特質と担保制度の展開に関する理論的研究 

資本化（capitalization）論の研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

『貨幣資本と現実資本―資本主義的信用の構造と動態―』有斐閣、1995 年 

『消費金融論研究』クレス出版、2011 年 

「アメリカ経済と金融危機」櫻川昌哉・福田慎一編『なぜ金融危機は起きるのか─金融経済研

究のフロンティア─』東洋経済新報社、pp.169-197（pp.169-186.を担当） 

「信用拡張の支持装置としての担保の架空性について―アメリカン・バンキング・プラクティスにおけ

る収益力―」九州大学経済学会『経済学研究』第 81 巻、第 4 号（創立 90 周年記念

号）、2014 年、pp.235-250. 

「アメリカの銀行貸付における収益力概念の定着について」（九州大学『経済学研究』第 89 巻

第 2・3 合併号、2022 年 9 月）pp.61-76. 

「アメリカにおける資本化（capitalization）論の系譜について」（九州大学『経済学研究』第

89 巻第 5・6 合併号、2023 年 3 月）pp.93-108.  

科研費等の受託事業

実績 

「南米新興市場(エマージング・マーケット)の発展と米国金融機関の国際的活動」〔科研費：

基盤研究（C）〕研究代表者 

「国際資本移動拡大下の金融業・金融システムの国際間競争と国際的調和に関する研究」

〔科研費：基盤研究（C）〕研究代表者 

「アジアにおける成長と外部環境変化に係るリスクに関する調査―九州企業のアジア展開との関

連において―」〔西日本シティ銀行受託研究〕研究代表者 

「米国金融システムにおける『収益力』概念の形成と定着に関する学説史的研究」（基盤研究

（C）2023-2025 年度:研究代表者） 

キーワード 貨幣、信用、銀行業、金融システム、金融危機、消費金融 

SDGs への対応 
産業と技術革新における信用の役割に関する研究（9 に該当） 

 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 川野 祐二 学位 修士 

所属（学部・学科） 経済学部公共マネジメント学科 職位 教授 

主な専門分野 非営利組織論 

研究について 

テーマと概要 NPO と社会 

主な研究業績 

（5 点程度） 

『ボランティア・NPO の組織論－非営利の経営を考える』学陽書房、2004 年。 

『NPO のマネジメント』産能大学、2004 年。 

『〔新通史〕日本の科学技術－世紀転換期の社会史／1995 年～2011 年（全 4 巻＋別

巻）』原書房、2011 年～2012 年。 

科研費等の受託事業

実績 

原子力防災の失敗の複合的要因と改革の方向性 

近代民間公益活動の経営形態・理念及び組織間関係の動態的研究 

キーワード NPO 公共 経営 科学技術 

SDGs への対応 
８ 

働きがいと NPO 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 河本 乃里 学位 博士（健康福祉学） 

所属（学部・学科） 新学部設置準備室 職位 講師 

主な専門分野 看護管理、医療安全、健康福祉学 

研究について 

テーマと概要 

看護管理領域の研究 

初期キャリアにある看護師の就業継続とコミットメントに関する研究、看護マネジメント

（目標管理・危機管理）に関する研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

 河本乃里,田中マキ子（2018）.就業継続 3 年が職業継続意欲に影響を及ぼす要

因の検討－4 年目看護師の就業継続のプロセスから－,日本看護学会論文集 看護

管理 48，237-240. 

 河 本 乃 里 , 松 元 悦 子 , 林 瑞 恵 , 田 中 マ キ 子 , 中 村 文 哉 , 人 見 英 里 , 吉 村 耕 一

（2018）.女子大学生の下肢筋力低下に関連する生活習慣の検討,山口県立大

学学術情報 11，109-115. 

 河本乃里,田中孝恵,林瑞恵,松元悦子,人見英里,吉村耕一,横山正博（2016）.

学生寮で生活する女子大学生の便秘と便秘予防行動、生活習慣との関連,山口県

立大学学術情報 9，143-151. 

科研 費等の受 託事 業実

績 

特記事項はありません 

キーワード 看護管理、就業継続、M-GTA、ヘルスケアシステム、目標管理 

SDGs への対応 

3.「人々に保健と福祉を」社会や地域が求めるヘルスケアシステム構築のための看護管理

者のマネジメントと連携 

8．「働きがいも経済も成長」若手看護師が働き続けられる環境の調整、これからの看護

管理者を育成 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 岸本 充弘 学位 博士（学術） 

所属（学部・学科） 経済学部公共マネジメント学科 職位 特命教授 

主な専門分野 捕鯨産業史・文化史、水産経済学、鯨に係る産官学連携事業 

研究について 

テーマと概要 

「鯨」や「捕鯨」を軸に、幅広く水産業を通して、水産経済学の領域にアプローチしています。ま

た、「くじらの街・下関」から鯨産業や鯨文化を、歴史・文化・経済等様々な視点で調査研究

し、情報発信等を行っています。更に、商業捕鯨再開後、鯨の未利用部位を有効活用し、

SDGｓに沿った将来の製品化へ向けた共同研究等の取り組みを産官学の共同研究で行って

います。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

著書 

・『戦前期・南氷洋捕鯨の航跡 マルハ創業者・中部家資料から』令和 2 年度日本アーカイブズ

学会出版助成採択書籍、花乱社、2020 他 

論文等 

・「鯨の島・壱岐における近代捕鯨の痕跡を辿る」社会システム研究第 19 号、2021 

・「戦後の日本におけるトロール漁業、捕鯨等の実態を検証する : 大洋漁業・石若寿山氏写

真資料等を通じて」地域共創センター年報 Vol.14、2021 

・共著「Fatty Acid Composition of Bryde’s Whale Oil(ニタリクジラの脂肪酸組成)」、日

本セトロジー研究第 31 号、2021 

・「『南氷洋捕鯨業記録』に見る従事者の地域性について」社会システム研究第 20 号、2022

他 

科研費等の受託事業

実績 

課題名：「明治大正期に遡る一次資料「事業場長必携」を用いた東洋捕鯨の操業復元」、

課題番号：26350365、科研費区分：基盤研究(C)、 研究機関：東京農業大学（研

究代表者：宇仁義和）連携研究者、2014 年～2017 年 

キーワード 鯨、捕鯨、捕鯨産業、鯨文化、水産経済、水産史、産官学連携 

SDGs への対応 

9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 12. つくる責任つかう責任 14. 海の豊かさを守ろう 15. 

陸の豊かさも守ろう  

鯨を環境に負荷がかからない水産資源として持続的に利用するとともに、鯨の未利用部位を

有効活用、高度化利用することにより、新たな製品化を視野に入れた取り組みを行っています。 

その他 
 

 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 金 珉智 学位 博士（医博第 3479 号） 

所属（学部・学科） 
経済学研究科（教育経済学領域）・教養教

職機構・特別専攻科 
職位 准教授 

主な専門分野 
教育経済学、社会医学、医学統計学、リハビリテーション医学、医療社会福祉学、特別支援

教育 

研究について 

テーマと概要 

・学修成果指標に基づく「学生が身につけた能力」の可視化に関する取り組み 

→ 高等教育機関における大学生の GPA が基礎的・汎用的能力に与える影響を調査す

る縦断的観察研究 

・身体運動による地域高齢者の認知機能への効果 

→ アルツハイマー型認知症や身体活動量が低い高齢者を対象とした身体運動による認知

機能の効果を検証した研究およびシステマティック・レビュー 

・社会的交流による地域高齢者の認知機能への効果 

→ うつ高齢者を対象とした社会的フレイルの発生率や社会的交流による認知機能の影響

を検証した縦断的・横断的観察研究 

・オンライン授業における大学生の授業評価尺度開発に関する研究 

→ オンライン授業が通常の対面型授業に代わり、大学生の授業の理解度に貢献している

かを調査する縦断的観察研究 

・障害児に対する授業成果の測定による心理・生理・病理の経時的変化 

→ 知的障害や肢体不自由、病弱児に対して授業成果の測定ツールを用いて心理と生

理・病理的変化を検討した縦断的観察研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・Kim MJ, Han CW, Min KY, Cho CY, Lee CW, Ogawa Y, Etsuro M, Kohzuki M. 

Physical exercise with multi-component cognitive intervention for older 

adults with Alzheimer ’s disease: A 6-month randomized controlled trial. 

Dementia & Geriatric Cognitive Disorders Extra, 6, pp.222-232, 2016.6  

(impact factor 2018 : 1.75) (被引用数: 36) 

・Kim MJ, Cho CY, Lee CW, Kohzuki M. Effects of cardiac rehabilitation on 

executive function in sedentary older adults: A systematic review. Asian 

Journal of Human Services, 11, pp.98-110, 2016.10  (被引用数: 1) 

・Kim MJ, Tsutsumimoto K, Doi T, Nakakubo S, Kurita S, Makizako H, Shimada 

H. Relationships between cognitive leisure activities and cognitive function 

in older adults with depressive symptoms: a cross-sectional study. BMJ Open, 

10(2), e032679, 2020.2 (impact factor 2018 : 2.38) (被引用数: 1) 

・Tsutsumimoto K, Doi T, Makizako H, Hotta R, Nakakubo S, Kim M, Kurita S, 

Suzuki T, Shimada H. Social frailty has a stronger impact on the onset of 

depressive symptoms than physical frailty or cognitive impairment: A 4-Year 

Follow-up Longitudinal Cohort Study. Journal of the American Medical 

Directors Association, 19(6), pp.504-510, 2018.6  (impact factor 2018 : 

4.90) (被引用数: 11) 

・金珉智, 趙彩尹, 矢野夏樹, 上月正博. 知的・重複障害児に対する授業成果の測定によ

る心理・生理・病理の経時的変化. Total Rehabilitation Research, 4, pp.25-33, 

2017.2 

・金珉智, 趙彩尹, 矢野夏樹, 上月正博. 肢体不自由・病弱児に対する授業成果の測定 

による心理・生理・病理の経時的変化. Journal of Inclusive Education, 2, pp.21-28, 

2017.3 

科研費等の受託事業

実績 

1)研究代表者：うつ症状を有する高齢者における会話量が認知機能に与える影響 

 －研究活動スタート支援  研究期間: 2017 年 - 2019 年 
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2)研究分担者：うつ高齢者における会話量が認知機能に及ぼす影響 

 －特別研究員奨励費    研究期間: 2018 年 - 2020 年 

キーワード 教育経済学、医学統計、社会医学、リハビリテーション医学 

SDGs への対応 

4．学習成果指標に基づく「学生が身につけた能力」の可視化に関する取り組み 

3．身体運動による地域高齢者の認知機能への効果 

3．社会的交流による地域高齢者の認知機能への効果 

4．オンライン授業における大学生の授業評価尺度開発に関する研究 

4．障害児に対する授業成果の測定による心理・生理・病理の経時的変化 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  
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基本情報 

氏名 高路 善章 学位 M.A. in linguistics 

所属（学部・学科） 教職教養機構 職位 教授 

主な専門分野 第二言語習得理論 

研究について 

テーマと概要 

第二言語（外国語）の作文 

 

日本語学習者による英語作文能力向上のためのさまざまなアプローチを実施し、その中で

得られたデータにもとづいて、作文能力の向上を評価・測定している。また、よりよい外国語

の作文はどのような談話的特徴をそなえているか、すぐれた作文を書く学習者はどのような作

文行動をとっているのかなどを調査してきた。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

Kohro, Y. (2019). An Exploratory Study on College Freshmen’s English 

Writing ― Focusing on Peer- and Self- Assessment of Compositions 

―. 『下関市立大学論集』第62巻3号, pp. 49~64, 2019年1月． 

Kohro, Y. (2013). Second Language Writing and Learning Contexts: A 

Descriptive Study of Japanese College English Learners in the 

Study Abroad and At-home Contexts ― Theoretical and 

Methodological Considerations ―.『教養研究』19 巻 3 号，九州国際大

学教養学会，pp.45-91，2013 年 3 月． 

Kohro, Y. (2009). Contrastive Study between L1 and L2 Compositions: 

Focusing on Global Text Structure, Composition Quality and 

Variables in L2 Writing，Dialogue（早稲田大学田辺英語教育研究会紀

要）Vol. 8,  pp.1-19，2009 年 12 月．（査読付） 

Kohro, Y. (2001). A Pilot Study of the Linguistic Impact of Study Abroad 

Experiences on the Writing of Japanese College ESL Learners in 

America，JACET Bulletin（大学英語教育学会紀要）33号，大学英語教育

学会，pp.57-72，2001年3月．（査読付） 

Kohro, Y. (1995). An Approach to the Instruction of Paragraph and 

Essay Writing Using Peer Correction to Enhance Learners’ 

Awareness of Readers，JACET Bulletin（大学英語教育学会紀要）26

号，大学英語教育学会，pp.47-60，1995 年 10 月．（査読付） 

科研費等の受託事業 

実績 

 

キーワード 第二言語習得、作文、談話分析、テキスト分析 

SDGs への対応 4, 16, 17 

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  
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基本情報 

氏名 小原 愛子 学位 博士(医博(障))第 168 号 

所属（学部・学科） 
経済学研究科（教育経済学領域）・教養教

職機構・特別専攻科 
職位 准教授 

主な専門分野 
教育経済学、ソーシャルデータサイエンス、尺度開発、QOL 向上の観点からの教育成果、インク

ルーシブ教育 

研究について 

テーマと概要 

 QOL 向上の観点からの教育成果の測定及び測定尺度の開発…特別支援教育や小中学

校の教育において、学力だけではなく QOL の観点から教育成果を測るための尺度開発 

 インクルーシブ教育評価システム開発…インクルーシブ教育の観点から教育評価のための尺度

開発やプログラム開発 

主な研究業績 

（5 点程度） 

 Aiko KOHARA, Haejin KWON, Changwan HAN, Masahiro KOHZUKI. Validity 

of the Special Needs Education Assessment Tool (SNEAT) Newly Developed 

for Children with Disabilities. Tohoku Journal of Experimental Medicine, 

237(3): 241-248, 2015 （impact factor=1.287） 

 Aiko KOHARA, Changwan HAN, Eriko ZAMAMI, Masahiro KOHZUKI. The 

Development of the Special Needs Education Assessment Tool (SNEAT) to 

Evaluate the Educational Outcome of Special Needs Education: Centering 

on the Content Validity Verification. Asian Journal of Human Services, 7: 

60-71, 2014 

 小原愛子・照屋晴奈・太田麻美子・安藤霧子. SNEAT１０を用いた IN-Child の特徴分

析-沖縄県内の小学校における調査を中心に-. Total Rehabilitation Research, 5: 

38-46, 2017 

 小原愛子・下地華愛・太田麻美子・野崎美沙. Autism Spectrum Disorder（ASD）

傾向の子どもに対する社会スキルプログラム開発のための構成概念の検討―海外の実践報告

分析を中心に―. Journal of Inclusive Education, 5: 18-33, 2018 

 韓昌完・小原愛子・矢野夏樹・青木真理恵. 日本の特別支援教育におけるインクルーシブ

教育の現状と今後の課題に関する文献的考察―現状分析と国際比較分析を通して―. 琉

球大学教育学部紀要, 83: 113-120, 2013 

科研費等の受託事業

実績 

・病弱児への教育的対応の分析とその効果検証ツール開発 

（日本学術振興会特別研究員奨励費 2014-2017） 

・教育成果評価のための新しい QOL 尺度の開発 

（科学研究費基盤研究(C) 分担研究者 2019-2021 年） 

・乳幼児を対象とした数概念プログラムの開発と統計的効果検証 

(科学研究費基盤研究(C) 分担研究者 2022-2024 年) 

キーワード 教育経済学、ソーシャルデータサイエンス、教育成果、QOL、インクルーシブ教育 

SDGs への対応 

3. 人々に保健と福祉を(障害児・者の QOL に関する研究） 

4. 質の高い教育をみんなに（QOL 向上の観点からの教育成果の測定に関する研究） 

10. 人や国の不平等をなくそう、11.平和と公正をすべての人に（インクルーシブ教育の観点か

らの教育プログラム開発研究） 

その他  

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 小村 有紀 学位 博士（学術） 

所属（学部・学科） 経済学部公共マネジメント学科 職位 准教授 

主な専門分野 自治体政策、人材開発 

研究について 

テーマと概要 

「自治体政策の効果的な運用及び自治体職員の人材育成に関する研究」 

自治体政策の効果検証や、人材育成について、理論的に研究するとともに、データを用い

て実証的な研究をしている。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・小村有紀（2020）「市町村及び市民の財政状況と事業に係る環境が社会福祉政策

の実施に与える影響―ファミリー・サポート・センター事業を通して―」日本地域政策研究

24，pp.68-75. 

・小村有紀（2020）「地方税の共同徴収機構の設置が徴税活動の効率性に与える影

響」自治体学 33(2),pp.41-46. 

・小村有紀（2021）「児童虐待相談件数の増加が児童相談所に及ぼす影響」厚生の

指標 68（8），pp.22-27. 

・小村有紀(2022)「国民健康保険制度改革が医療費適正化と予防・健康づくりに及ぼ

す影響―都道府県単位化と保険者努力支援制度に焦点を当てて―」厚生の指標 69

（11）,pp.23-29. 

・小村有紀（2022）「児童相談所長のキャリアパスに対する考察－一都道府県の児童

相談所を事例として―」社会保障研究 7(2)，pp.159-175. 

科研 費等の受 託事 業実

績 

 

キーワード 自治体政策、人材育成 

SDGs への対応 
3.  

主に公共政策の分析を通じて、効果的な政策を検討する。 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 小栁 真二 学位 修士（経済学） 

所属（学部・学科） 経済学部経済学科 職位 准教授 

主な専門分野 経済地理学 

研究について 

テーマと概要 

地域間の経済格差・機会格差を問題ととらえ，都市間比較などの研究を行っている。特

に、知識経済化した今日の社会において際立つ研究開発機能の地域間格差に着目し、

イノベーションシステムの空間的特徴を研究している。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

小栁真二・渡辺隼矢 (2020) 地方圏における「地方創生」下の社会移動と就労機会

創出―九州を事例に―, 日本政策金融公庫論集, No.49, pp.39-60. 

小 栁 真 二  (2018) 支 店 経 済 都 市 ・福 岡 の 変 容 , 経 済 地 理 学 年 報 , Vol.64, 

pp.303-318. 

小栁真二 (2016) 地方部における移住・定住促進策の背景・現状・課題―九州地方

の事例―, 地学雑誌, Vol.125, pp.507-522. 

小栁真二 (2011) 日本における大学発ベンチャー企業の立地行動分析, 地理学評

論, Vol.84, pp.473-489. 

科研 費等の受 託事 業実

績 

 

キーワード 研究開発、イノベーションシステム、都市 

SDGs への対応 8、9、11 

その他 
地域経済データの活用拡大や観光振興のためデータプラットフォーム開発にも取り組んでい

る。 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 Collett Paul 学位 M.Sc 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 教授 

主な専門分野 外国語学習方略、研究方法 

研究について 

テーマと概要 
学習者のモチベーションと自己規制の促進。 

言語学習研究における定量的データ分析手法の理解を深める。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

1： Collett, P. (2014). Researching self-regulated learning and foreign 

language learning. Studies in Self-Access Learning Journal, 5(4), 430-442. 

2： Collett, P. (2017). Moving towards better quantitative data analysis in 

FLL research. In P. Clements, A. Krause, & H. Brown (Eds.), Transformation 

in Language Education, 111-121. 

3： Collett, P. (2018). A comparison of two online systems for extensive 

reading. Journal of Extensive Reading, 6, 30-52. 

4： Collett, P., & Berg, M. (2020). Validating the Language Mindsets 

Inventory. In P. Clements, A. Krause, & R. Gentry (Eds.), Teacher Efficacy, 

Learner Agency, 179-190. doi: 10.37546/JALTPCP2019-22 

5： Collett, P. (2020). Focus on learning strategies: Is it effective? In A. P. 

Clavel, & K. Thornton (Eds.), Whose Autonomy? Voice and Agency in 

Language Learning, 78-104.  

6： Collett, P. (2021). Graphical data analysis. In P. Clements, R. Derrah, & 

P. Ferguson (Eds.), Communities of Teachers & Learners, 1-11. doi: 

10.37546/JALTPCP2020-01 

科研費等の受託事業

実績 

科研費研究分担者 

課題名：能力記述を使った外国語学習者の自己調整学習能力の育成に関する研究、課題

番号：23520755、科研費区分：基盤(C)、研究機関：下関市立大学、平成 23 年～平

成 26 年 

キーワード Language learner psychology, research methodology 

SDGs への対応 ４ 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 佐々木 淳 学位 修士（理学） 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 准教授 

主な専門分野 数学教育 教育測定論 多変数複素解析  

研究について 

テーマと概要 

1.項目反応理論による数学基礎力テストの分析 

高等学校の数学における文科系・理科系の共通部分の範囲（数学 IAIIB）の基礎力テス

トを古典的テスト理論及び項目反応理論（IRT）で分析することにより、学生に最適な学習及

びテストを研究する。 

2.中等教育における文科系学生の数学教育の研究 

数学基礎力テストにおける誤答を分類することで、中等教育における数学で躓く原因を研究

する。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

著書 

『身近なアレを数学で説明してみる』（2019 年、SB クリエイティブ） 

『図解 かけ算とわり算で面白いほどわかる 微分積分』（2020 年、ソーテック社） 

『いちばんやさしいベイズ統計入門』（2021 年、SB クリエイティブ） 

『公務員試験 最初でつまずかない数的推理』（2021 年、実務教育出版） 

『AI 実装検定 公式テキスト -A 級-』（2022 年、大学教育出版） 

科研費等の受託事業

実績 

 特にありません。 

キーワード 数学教育、算数教育、統計教育、項目反応理論（IRT）、Bergman 核関数 

SDGs への対応 

4. 質の高い教育をみんなに 

12. つくる責任つかう責任 

14. 海の豊かさを守ろう 

その他 
1.読売中高生新聞（読売新聞社）寄稿（2020 年 5 月～現在） 

2.雑誌『プレジデント』（プレジデント社）寄稿（2020 年～2021 年） 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 佐々木 実 学位 理学博士 

所属（学部・学科） 下関市立大学（教養教職機構） 職位 准教授 

主な専門分野 宇宙物理学 

研究について 

テーマと概要 

「宇宙物理学・系外銀河の観測」 

銀河の観測的研究：特にマゼラン型不規則銀河および活動銀河の構造と星生成活動

の観測的研究 

3 次元分光器の設計と開発：マイクロレンズアレイ多瞳分光を用いた分光器の設計と開

発。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

"Molecular cloud complexes in the Magellanic irregular galaxy NGC 4449" 

Sasaki et al. 1990, Publications of the Astronomical Society of Japan  

"Optical spectra of the supernova 1994I in M51 around the maximum 

light phase" Sasaki et al. 1994, Publications of the Astronomical Society 

of Japan 

"Emission Line Velocity Field of the Magellanic Irregular Galaxy NGC 

4449" Sasaki et al. 1997, Dwarf Galaxies: Probes for Galaxy Formation 

and Evolution 

"Kyoto tridimensional spectrograph II: progress", Sugai et al. 2000, 

Proc. SPIE 

"A Study of the Distribution of Star-forming Regions in Luminous 

Infrared Galaxies by Means of Halpha Imaging Observations", Hattori et 

al. 2004, The Astronomical Journal 

"Subarcsecond Structure and Velocity Field of Optical Line-emitting Gas 

in NGC 1052", Sugai et al. 2005, The Astrophysical Journal 

科研 費等の受 託事 業実

績 

「マイクロレンズアレイ多瞳分光器による楕円銀河の撮像分光観測」、1993 年度文部省

科学研究費奨励研究(A) 

「マイクロレンズアレイ多瞳分光器による惑星状星雲の撮像分光観測」、1999 – 2001

年度文部省科学研究費基盤研究(C) 

キーワード 宇宙物理学 / 銀河 / 撮像分光観測 

SDGs への対応  

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 佐藤 亜紀 学位 文学修士 

所属（学部・学科） 新学部設置準備室 職位 准教授 

主な専門分野 看護学教育 救急看護 

研究について 

テーマと概要 

ＩＣＴを活用した看護学生の主体的学習 

主な研究業績 

（5 点程度） 

「看護の OSCE における e ラーニングの有用性の検討」インターナショナル Nursing care 

research 15(4):,87-95 平成 28 年 12 月 

「看護教育における臨地実習前の成人看護学（急性期）OSCE の実際と課題」  

産業医科大学雑誌 40(3):267-274 平成 30 年 12 月 

「看護系大学における e-learning の活用事例：反転授業と産学連携によるコンテンツ

作成の実際」臨床看護第 39 巻第 11 号 538 号 平成 25 年 10 月 

「対面講義を充実させるための e-ラーニング」看護教育代 55 巻第 2 号 vol.55No2 平

成 26 年 2 月  

科研 費等の受 託事 業実

績 

課題名：「自傷行為の及ぶ患者の救急医療と看護に関する問題と課題」，課題番号：

19791735，科研費区分：文部科学省科学研究費若手 B， 研究機関：聖マリア

学院大学，（平成 19 年～21 年） 

課題名：「ブレンド型学習による看護学の「より深い学習」の ICE モデルアプローチ」，課題

番号：19K10760，科研費区分：文部科学省科学研究費基盤 C， 研究機関：

産業医科大学，（令和元年～3 年） 

キーワード e-ラーニング ICT ブレンド型学習  

SDGs への対応  

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 

  



31 

基本情報 

氏名 佐藤 隆 学位 経済学修士 

所属（学部・学科） 
経済学部経済学科・経済学研究科（経済コ

ミュニティシステム・国際ビジネス領域） 
職位 教授 

主な専門分野 産業組織論、家族の経済学 

研究について 

テーマと概要 

(1) 寡占市場における産業組織研究 

 ゲーム論を応用した理論的産業組織論が研究テーマである．これまでは同一産業内に価格

戦略企業と数量戦略企業が混在しているケースや民間企業と公企業とが混在しているケースに

ついて混 合 市 場 での均 衡 を求 めその特 徴 を調 べてきた．最 近 は Aggregative Game 

Theory（ゲームの戦略変数がそれ自身の変数と集計した変数に依存するゲーム）およびその

応用やデジタル・エコノミーの競争政策について研究している。 

(2)家族の経済学 

 ゲーム理論を応用して社会福祉にかかわる様々な問題を家族の経済学の立場から研究を行

ってきた。例えば，子供の数を遺産動機や環境水準との関係で内生的に決定するモデルを作り

出産数の選択問題について考察を行ってきた．最近は子の教育支出の増大を経済合理性の

観点からいかに説明を行うのかという問題や社会保障制度（公的年金や介護保険制度など）

が居住地選択とのかかわりの中で，家族の関係（親と子の関係）を希薄にするのか否か（すな

わち，社会保障制度の充実によって子は親の面倒をみなくなるのか否か）の問題について理論

的・実証的に研究を行っている． 

主な研究業績 

（5 点程度） 

(1)Takashi Sato, On Cournot-Bertrand Mixed Dupolies, Japanese Economic 

Review, Vol.47, No.4, pp.412-420, 1996.12.  （refereed） 

(2)Futagami, R., Kamada, K. and T. Sato, Government Transfers and the 

Samaritan’s Dilemma in the Family, Public Choice, Vol.118, No.1/2, pp.77-

86, 2004. 1.（refereed） 

(3)Futagami, R., Kamada, K. and T. Sato, Bequest Motives and Fertility 

Decisions, Economics Letters, Vol.92, No.3, pp.348-352, 2006. 9. 

（refereed）  

(4)Richard Cornes and Takashi Sato, Existence and Uniqueness of Nash 

Equilibrium in Aggregative Games: An Expository Treatment, in Pierre von 

Mouche and Federico Quartieri ed. Equilibrium Theory for Cournot 

Oligopolies and Related Games, Chapter 3, pp.47-61, Springer 

International Publishing Switzerland, 2016. 

(5)Toshihiro Ihori, Kimiyoshi Kamada and Takashi Sato, Altruism, Liquidity 

Constraint and Investment in Education, Journal of Public Economic 

Theory, Vol. 19, Issue 2, pp.409-425, 2017. （refereed） 

(6) Pierre von Mouche and Takashi Sato, On Cournot Equilibria Uniqueness: 

at 0 Discontinuous Industry Revenue and Decreasing Price Flexibility,   

International Game Theory Review, vol. 21, issue 2, pp.1-19, 2019. 

（refereed） 

(7)Makoto Hirazawa, Kimiyoshi Kamada, Takashi Sato, Altruism, 

Environment Externality and Fertility. Environment and Development 

Economics, vol. 24, Issue 3, pp.317-338, 2019. （refereed） 

科研費等の受託事業

実績 

(1)科学研究費補助金 基盤研究（C）「公的年金・介護保険が親子の相互依存関係に及

ぼす影響―居住地選択を考慮した分析―」2007～2008 年度  

(2)特定奨励研究（下関市立大学） 佐藤 隆（他に、濱田教授、横山教授、素川准教

授、森邦恵准教授、杉浦准教授）「下関ふぐのブランド経済学」2009 年度 
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(3)科学研究費助成金 基盤研究（C）「オープンソース戦略による新たな競争政策の展開」

（2013~2016 年） 

キーワード 競争政策、産業政策、家族の経済学 

SDGs への対応 

９ 

日本の産業分析に基づいて、産業の育成や発展、とくに技術革新（イノベーション）が産業発

展に果たした役割などについて 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 猿渡 剛 学位 博士（経済学） 

所属（学部・学科） 経済学部国際商学科 職位 教授 

主な専門分野 地域経済統合・自由貿易協定 

研究について 

テーマと概要 

東アジアの地域経済統合…ASEAN、特にマレーシアが加盟する経済統合についての研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・猿渡剛（2017）「ASEAN 域内のサービス貿易自由化の現状」東アジア学会『東アジ

ア研究』21 号、pp. 1-23。 

・猿渡剛（2018）「ASEAN の工業化と FTA─電機産業の事例をもとに」国際貿易投

資・研究所『世界経済評論』62 巻 2 号、pp. 87-98。 

・猿渡剛（2019）「北陸地方における高度外国人材の採用の現状と課題」福井県立

大学地域経済研究所『ふくい地域経済研究』25 号、pp. 31-46。 

・小川雄平・猿渡剛（2020）『国際ビジネス論を学ぶ』中央経済社。 

・猿渡剛（2022）「マレーシアのデジタル・エコノミー―デジタル人材の育成に着目して」福

岡大学『商学論叢』66 巻 4 号、pp. 847-865。 

科研 費等の受 託事 業実

績 

・福井銀行奨学寄附金、2018 年度、20 万円 

・福井県大飯郡高浜町「高浜町の人口動態分析と将来人口推計」調査受託に伴う研

究費、2018 年度、100 万円 

キーワード 
東アジア経済、マレーシア経済、地域経済統合・自由貿易協定、デジタル・エコノミー、外

国人労働者の受け入れ 

SDGs への対応 
4. 質の高い教育をみんなに 

8. 働きがいも経済成長も 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 嶋田 崇治 学位 修士（経済学） 

所属（学部・学科） 経済学部経済学科 職位 准教授 

主な専門分野 ドイツ財政金融史 

研究について 

テーマと概要 
ドイツの相対的財政安定性の形成過程を、主に政府間財政関係、財政と金融の関係、国際

関係という三つの観点から明らかにすることを課題にしている 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・「ドイツ政府間財政関係を巡る近年の改革に関する一考察―連邦国家ドイツは「集権化」に

舵を切ったのか―」『下関市立大学論集』第 65 巻第 3 号、pp.25-38、下関市立大学学会、

2022 年 3 月 

・「ドイツの福祉財政－社会保険を核とした財政構造と税による財源調達－」高端正幸・伊集

守直編『福祉財政』pp.217-233、ミネルヴァ書房、2018 年 9 月 

・「1975 年ドイツ所得税改革と財源調達を巡る政府間財政関係の実態－連邦国家ドイツに

おける相対的財政健全性の一考察－」『地方財政』第 54 巻第 6 号、pp.124-165、地方

財務協会、2015 年 

・“Explaining Japan’s Fiscal Performance ? Why has it Become an Outlier? 

(with Masayuki Takahashi),”in Park, Gene and Eisaku Ide, Deficits and Debt 

in Industrialized Democracies (Routledge Research in Comparative Politics), 

pp.93-115, Routledge, 2015 

・「ドイツにおける債務累積回避的な財政金融構造の形成過程」井手英策編『危機と再建の

比較財政史』pp.44－64、ミネルヴァ書房、2013 年 

科研費等の受託事業

実績 

基盤研究 C「政府間行財政関係を基軸にした住宅政策と住宅保有形態への影響に関する国

際比較分析」（20K01715）【分担者】 

キーワード ドイツ 政府間財政関係 財政と金融の関係 国際関係 

SDGs への対応 
3 救済型の再分配ではなく、皆が負担し、皆が受益する福祉と財源のあり方を念頭に研究して

いる 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 趙 彩尹 学位 博士（医博(障)第 176 号） 

所属（学部・学科） 
経済学研究科（教育経済学領域）・教養教

職機構・特別専攻科 
職位 准教授 

主な専門分野 教育経済学、ソーシャルデータサイエンス、医学統計学、国際比較研究、リハビリテーション医学 

研究について 

テーマと概要 

 教育成果に関連する教育経済学の研究 

高等教育機関における大学生の GPA 点数と学習成果指標を用いた教育成果を検討する。 

 高齢者の HRQOL（Health-related Quality of Life）向上に基づいた運動療法・リハビ

リテーション 

虚弱の高齢者を対象とした運動療法を実施し、HRQOL や身体・精神機能の効果を検討す

る。 

 ビッグデータを用いた全ゲノム情報解析による腎臓リハビリテーションの個別化構築 

慢性腎疾患をもつ患者に対するビックデータを用いて情報分析・医学統計を行う。 

 海外大学協定校における国際交流プログラムの現状とあり方：国際比較研究 

協定校間のプログラムや交流内容の検討並びに比較し、国際交流における全体的な環境の設

備、新たな国際プログラムを再構築する。 

 

主な研究業績 

（5 点程度） 

 Cho C, Han C, Sung M, Lee C, Kim M, Ogawa Y, Kohzuki M. Six-Month 

Lower Limb Aerobic Exercise Improves Physical Function in Young-Old, 

Old-Old, and Oldest-Old Adults. Tohoku J Exp Med., 242(4):251-257, 2017. 

(refereed) (Impact Factor: 1.584) 

 Kim M, Han C, Min K, Cho C, Lee C, Ogawa Y, Etsuro M, Kohzuki M. Physical 

exercise with multi-component cognitive intervention for older adults with 

Alzheimer’s disease: A 6-month randomized controlled trial. Dementia & 

Geriatric Cognitive Disorders Extra, 6, pp.222-232, 2016.6 (refereed) 

(Impact Factor 2018: 1.75) 

 Cho C, Teruya H, Yano N. Physiology and Pathological Characteristics of 

Children with Physical Disabilities; Medical Treatment and Education. Asian 

J Human Services., 17:86-94.2019. (refereed) 

 Kohzuki M, Sato T, Cho C, Yoshida N. Chapter 5 Benefit and risk of exercise 

training in CKD patients. Recent advances of sarcopenia and frailty in CKD. 

Springer, 57-69, 2020.  

 Cho C, Yano N. Review the Framework of Intellectual Disability from a 

Physiological / Pathological Perspective in Japan. Asian J Human Services., 

19:101-111.2020.   

科研費等の受託事業

実績 

1)研究代表者：虚弱後期・超高齢者における新しい介護予防運動の開発と無作為加入効

果検証 

 －若手研究  研究期間: 2019 年 - 2022 年 

2)研究分担者：ビッグデータを用いた全ゲノム情報解析による腎臓リハビリテーションの個別化構

築 

 －基盤研究（B）研究期間: 2020 年 - 2023 年 

キーワード 教育経済学、ソーシャルデータサイエンス、医学統計、国際比較研究、リハビリテーション医学 

SDGs への対応 

3．障がい児・者、高齢者の QOL に関する研究 

4．高等教育における質保証に関する研究 

10．障がい者・児の差別解消のための研究 
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その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 徐 明（ジョメイ） 学位 博士（医学） 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 講師 

主な専門分野 ライフサイエンス /生理学 /薬理学 /   

研究について 

テーマと概要 

テーマ: 大腸癌肝転移に関与する癌細胞由来マイクロ RNA の同定と制御するメカニズム

の解明 

概要: 大腸癌の肝転移に対して切除不能や術後の再発率が高いため、転癌患者の 5

年生存率は著しく低い現状である。そこで、再発を予防、生存期間を延長するため、新た

な治療法の開発が求められている。本研究では、大腸がん肝転移の発生に関与する原発

巣の癌細胞 miRNA の同定と機能解析を行う. 

主な研究業績 

（5 点程度） 

2020-2023  

1. A phase I study of a novel therapeutic vaccine as perioperative 

treatment for patients with surgically resectable hepatocellular 

carcinoma: The YCP02 trial. Hepatology research.  

2. Anti-VEGF and Anti-EGFR Antibody Therapy on T-Cell Infiltration and 

TCR Variation in Metastatic Colorectal Cancer. Anticancer research  

3. Serum CCL7 Is a Novel Prognostic Biomarker of Metastatic Colorectal 

Cancer. Anticancer research 

4. Sulforaphane suppresses metastasis of triple-negative breast cancer 

cells by targeting the RAF/MEK/ERK pathway. NPJ breast cancer 

5. Siglec-7 is a predictive biomarker for the efficacy of cancer 

vaccination against metastatic colorectal cancer. Oncology letters  

科研 費等の受 託事 業実

績 

代表者：大腸癌肝転移に関与する癌細胞由来マイクロ RNA の同定と制御するメカニズ

ムの解明 基盤 C (2021.4-2024.3) 

分担者：CyTOF による大腸腫瘍浸潤 CD4+FOXP3+細胞の解析と予後因子としての

役割 

基盤 C (2020.4-2023.3) 

キーワード 分子生物学、がんの浸潤と転移、がんのバイオマーカー、がんの遺伝学、薬理学 

SDGs への対応 ３ 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 菅 正史 学位 博士（工学） 

所属（学部・学科） 

経済学部公共マネジメント学科・経済学研究

科（経済コミュニティシステム・国際ビジネス領

域） 

職位 教授 

主な専門分野 都市・地域計画、都市環境政策 

研究について 

テーマと概要 
人口減少や環境負荷の低減に加え、地域間格差といった課題に対応するための都市・地域

形態や、そのための政策的介入のあり方に関心を持ち、研究を行っています。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

[1] 菅正史・大西隆, 発電排熱を活用する地域エネルギーシステムの効率性評価の課題に

関する一考察-高発電効率ガスエンジンコージェネレーションを利用した地域熱供給のモデ

ル分析を通じて, 都市計画論文集 43-3, 都市計画学会, pp.133-138, 2008.10

（共著） 

[2] Kokura, M., Suga, M., Lee, B., Shirakawa, K., Suwa, T. and Ohmori, N., 

Safety and Enjoyability Evaluation of Roads and Streets for Bicycles: 

Case Studies of Bicycle Maps from Utsunomiya and Chigasaki, Japan , 

Journal of Maps, v2010, pp.199-210. 10.4113/jom.2010.1076.、2010.5, 

(共著) 

[3] 自治体の政権交代と都市政策の継続性に関する考察―末吉・北橋市長時代の北九州

市の都市環境政策を通じて―, 都市計画 61(6), pp.64-71、2012.12 

[4] 自立的発展を目指す地方振興政策の課題、計画行政 40(2)、pp.15-20、2017.5 

[5] 「自立」を目指す圏域論から「公正」を考える圏域論へ、地域開発 630、pp.24-27、

2019.8 

科研費等の受託事業

実績 

[1] （研究分担者）基盤研究(B)「逆都市化時代の都市構造と都市圏計画の課題に関す

る実証的研究」2005～08 年、課題番号 17360295、研究分担者（研究代表者・大

西隆）、1,460 万円（直接経費 1,280 万円） 

[2] 若手研究(B)「都市開発における環境社会資本の整備状況と課題に関する研究」2006

～07 年、課題番号 18760452、140 万円 

[3] （研究分担者）萌芽研究「総合的地域間格差(CRDI)の測定と評価及び是正のため

の方策に関する研究」2007～08 年、課題番号 19656146、研究分担者（研究代表

者・大西隆）、340 万円 

キーワード 都市政策、地域政策、環境政策 

SDGs への対応 
1(経済的平等、脆弱性軽減)、7(エネルギー効率の改善)、9(インフラ開発)、10(平等の拡

大)、11(持続可能な都市化)、12(持続可能な開発)、13(気候変動緩和・適応) 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 杉浦 勝章 学位 博士（経済学） 

所属（学部・学科） 
経済学部経済学科・経済学研究科（経済コ

ミュニティシステム・国際ビジネス領域） 
職位 副学長・教授 

主な専門分野 地域経済 

研究について 

テーマと概要 

「産業立地と地域に関する研究」 

産業や企業の立地が、産業・地域政策や企業戦略により決定される仕組み、及びそれらが地

域構造や地域経済に与える影響をテーマとしている。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

「石油精製業を取り巻く環境変化と産業再編」『下関市立大学論集』63（2）、2019 

「産業構造の変化と人口増減の関係について ～関門地域を事例として～」『関門地域研究』

27、2018 

「日本の製紙産業における産業再編と生産配置」『下関市立大学論集』61（1）、2017 

『地域政策』（共著）、中央経済社、2016 

「北九州 新たな産業展開の模索」竹内淳彦、小田宏信編『日本経済地理読本（第９

版）』東洋経済新報社、2014 

科研費等の受託事業

実績 
  

キーワード 産業立地、産業配置、地域政策 

SDGs への対応 9、11 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう  



40 

基本情報 

氏名 砂原 雅夫 学位 修士（経済学） 

所属（学部・学科） 経済学部公共マネジメント学科 職位 特命教授（実務家教員） 

主な専門分野 地方行財政・関門地域論 

研究について 

テーマと概要 

① 関門地域の歴史的変遷と県境を越えた下関市と北九州市との行政機関相互のかわりや

生活経済圏を一つとする県境地域の課題について産業・交通・メディア・観光等の観点から

研究を進めます。 

② 交通体系の変化が都市の形成に与える影響について関門地域を事例として検証する研究

を進めます。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・2023 高等教育に対して補完的なリカレント教育における大学の履修証明プログラムの受講

形態に関する特徴分析 

・2022   「リカレント教育の歴史的変遷及び日本経済に与える影響について―高等教育機

関を中心に―」（共著） 

・2021   Review Article factors Affecting the Sense of Life Worth Living and  

         Cognitive Function for Older Caregiver (共著) 

・2020 「職業人における心と健康が情報取得と情報表出に与える影響―パス解析による適

合度の分析―」（共著） 

・1993 「地方公共団体における定員モデル開発」（共著：自治省公務員第二課） 

・1984 「解釈通覧 地方公務員労働関係法」（共著：総合労働研究所） 

科研費等の受託事業

実績 

 

  

キーワード 関門地域  地方行財政 

SDGs への対応 

８.働きがいも経済成長も ９.産業と技術革新の基盤をつくろう １１.住み続けられるまちづく

りを 

 関門海峡に育まれた関門地域をしっかり知り、地域がもつ資源を再認識するとともに、急速に

進む技術革新に順応し、地域の資源を活用して新しい産業の育成と既存の産業の強化を担う

ことができる地域人材の育成に努めます。そして関門地域の住民が豊かで幸せにいつまでも住み

続けることができる地域づくり貢献します。 

その他 

地方行政にたずさわった実務経験を生かして、実務家教員として大学教育において実社会の課

題について学生たちに考えてもらう機会を提供し、ともに議論していきます。市民、企業の皆様の

ご参加をお待ちしています。 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 関野 秀明 学位 経済学修士 

所属（学部・学科） 
経済学部経済学科・経済学研究科（経済コ

ミュニティシステム・国際ビジネス領域） 
職位 教授 

主な専門分野 経済理論（『資本論の経済学』）、現代資本主義論 

研究について 

テーマと概要 

① マルクス『資本論』の経済学について 

② アベノミクス「量的金融緩和政策」「労働・働き方改革」「成長戦略・社会保障改革」につい

ての批判的検討。 

③ ブラック企業から若者を守る研究。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

① 『 現代の政治課題と「資本論」』学習の友社、2013 年（単著） 

② 『変革の時代と「資本論」』新日本出版社、2017 年（共著） 

③ 『金融危機と恐慌－資本論で考える現代資本主義』新日本出版社、2018 年（単著） 

④ 『今、「資本論」をともに読む』新日本出版社、2023 年（共著） 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード マルクス、アベノミクス批判、賃金主導型経済成長、新福祉国家構想 

SDGs への対応 

１、最低賃金の大幅引上げで貧困をなくす。 

３、新福祉国家構想、「新しい福祉国家」で普遍的生存権の保障を。 

８、人間らしい働き方、賃金の引上げで需要側重視の経済成長を。 

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 髙田 清美 学位 修士（心理学） 

所属（学部・学科） 教職教養機構 職位 准教授 

主な専門分野 英語教育、学校教育相談 

研究について 

テーマと概要 

テーマ「教育相談コーディネーターが機能する学校組織」 

生徒指導提要で示された「発達指示的生徒指導」「課題予防的生徒指導」を行う役割

としての教育コーディネーターの在り方と学校組織の関係を研究しています。 

 

主な研究業績 

（5 点程度） 

「仲間の力を引き出し取り組むいじめへの解決志向アプローチの試み」第一法規 pp.2-

pp.19 2014.5 

「教師間サポートと教師の働き方の関係」  (修士論文) 2015.1 

「早期対応と校内サポートチームで安心安全な生徒の居場所づくり」第一法規 pp.9-

pp.13 2021.2 

科研 費等の受 託事 業実

績 

なし 

キーワード  

SDGs への対応 ４ 学生の課題を早期発見し、対応できる体制づくりを行いたいと思っています。 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 高橋 和幸 学位 博士（学術） 

所属（学部・学科） 
経済学部国際商学科・経済学研究科（経済

コミュニティシステム・国際ビジネス領域） 
職位 教授 

主な専門分野 財務会計 

研究について 

テーマと概要 

「会計の伝達行為からの企業会計システムの研究」 

会計情報の提供は情報の作成者と利用者との間でなされるコミュニケーションの一形態である

とも捉えられるという視点から、あるべき利用者指向の企業会計システムについての研究を行って

いる。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

「会計基準設定についての語用論からの検討」『會計』第 172 巻第 2 号，2007 年 8 月。 

『会計情報伝達論』(単著)，創成社，2008 年。 

『企業会計システムの現状と展望』(編著)，五絃舎，2017 年。 

『簿記の理論学説と計算構造』(共著)，中央経済社，2019 年。 

『27 業種別  簿記・会計の処理と表示』(共著)，中央経済社，2021 年。 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード 会計制度、ディスクロージャー、コミュニケーション 

SDGs への対応 
8. 働きがいも経済成長も 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 竹内 裕二 学位 
博士（学術）・ 

博士（経営学） 

所属（学部・学科） 経済学部経済学科 職位 教授 

主な専門分野 まちづくり、地域活性化、地域産業論、地域経営論 

研究について 

テーマと概要 

・住民参加による地域活性化 

最近の研究視点は、まちづくりとメディアの関係から地域活性化におけるジャーナリズム機能の有

効性について考究している。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・竹内裕二・松井督治（2020）、「観光まちづくりとメディアに関する実践的研究-大分県大分

市 JR 大分駅前付近での巨大モザイクアート展示を事例として-」、東北亜観光学会、「東北

亜観光学会論文集」 Volume16, Number3 (Serial Number50)、pp.363-385 

・竹内裕二・松井督治（2020）、「地域の課題解決に対する市民とマスコミの関係-  新しい

ジャーナリズムの概念による取組みの方向性-」、韓国日本近代学会、日本近代学研究 11

月号 第 70 輯、pp.295-319 

・竹内裕二・松井督治（2020）、「地域活性化活動に有効なメディア活用の考察-  「思い

出サンタプロジェクト『お菓子の家』を事例として-」、韓国日本近代学会、日本近代学研究 2

月号 第 68 輯、pp.223-246 

・竹内裕二（2018）、「地域メンテナンス論 不確実な時代のコミュニティ現場からの動き」、晃

洋書房 

・竹内裕二（2018）、「メンテナンスと言う「まちづくり」の考え方についての考察」、韓国日本近

代学会、「日本近代学研究」、2 月号 第 59 輯、pp.537-562 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード 住民参加、まちづくり、協働、ジャーナリズム、メディア 

SDGs への対応 

11 

住民参加によるまちづくり実践 

14 

海岸清掃 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 田中 信彦 学位 博士（農学） 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 准教授 

主な専門分野 バイオインフォマティクス・データサイエンス 

研究について 

テーマと概要 

【マウスの網羅的表現型データ用いた統計学及び機械学習による解析】 

これまでに、実験動物マウスの表現型データ（ヘルスデータ）を用いて、「アソシエーション分

析による表現型間の関係性のリファレンスデータセットの提示」や「勾配ブースティング決定木

によるマウスの雌雄の程度の量的表現法の開発」などを行ってきました。今後はヘルスデータ

に限らず、ビジネスデータを用いて、統計学や機械学習を使った研究やコンサルティングを行

っていきます。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・Establishment and application of information resource of mutant mice 

in RIKEN BioResource Research Center.  

Hiroshi Masuya, Daiki Usuda, Hatsumi Nakata, Naomi Yuhara, Keiko 

Kurihara, Yuri Namiki, Shigeru Iwase, Toyoyuki Takada, Nobuhiko Tanaka 

et al. 

Laboratory animal research 37(1) 6-6 2021 年 1 月  

・An atlas of evidence-based phenotypic associations across the mouse 

phenome.  

Nobuhiko Tanaka, Hiroshi Masuya 

Scientific reports 10(1) 3957 2020 年 3 月   

・ High-throughput discovery of genetic determinants of circadian 

misalignment.  

Tao Zhang, Pancheng Xie, Yingying Dong, Zhiwei Liu, Fei Zhou, Dejing 

Pan, Zhengyun Huang, Qiaocheng Zhai, Yue Gu, Qingyu Wu, Nobuhiko 

Tanaka et al. 

PLoS genetics 16(1) e1008577 2020 年 1 月 

・SDOP-DB: a comparative standardized-protocol database for mouse 

phenotypic analyses.  

Nobuhiko Tanaka et al., Bioinformatics (Oxford, England) 26(8) 1133-4 

2010 年 4 月 

・Cytogenetic analysis shows that the unusually large chromosome in the 

sex-limited p(B) silkworm (Bombyx mori) strain consists of three 

chromosomes  

N Tanaka, T Yokoyama, H Abe, K Tsuchida, O Ninagi, T Oshiki 

HEREDITAS 133(2) 95-103 2000 年 

科研費等の受託事業 

実績 

・マウスの個体異常を高精度に検出可能なワークフローの開発   

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(C)  

2021 年 4 月 - 2024 年 3 月 田中 信彦（研究代表者）  

・Y 染色体上遺伝子とボディバランスの性スペクトラム   

日 本 学 術 振 興 会  科 学 研 究 費 助 成 事 業  新 学 術 領 域 研 究 (研 究 領 域 提 案

型) 2020 年 4 月 - 2022 年 3 月 田中信彦（連携研究者）  

・マウスの個体レベルでの網羅的な臨床表現形質を用いて個体異常を高 

精度に検出可能なモデルを構築する  

理化学研究所 Open Life Science Platform (OLSP) プロジェクト 2020 年

12 月 - 2021 年 12 月 田中信彦（研究代表者） 
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・表現形質の異常を高精度に検出可能な手法の開発 

日本学術振興会 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 

2016 年 4 月 - 2019 年 3 月 田中 信彦（研究代表者） 

キーワード 
機械学習、実験動物学、マウス、遺伝学、トランスオミクス、フェノーム、表現型、ビッグデー

タ、ヘルスデータ、データマイニング、統計解析、データサイエンス 

SDGs への対応 
3. 人々に保健と福祉を 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 谷口 弘一 学位 博士（学術） 

所属（学部・学科） 経済学部経済学科 職位 教授 

主な専門分野 社会心理学 

研究について 

テーマと概要 

【テーマ】 

対人関係と精神的健康 

【概要】 

対人関係の二側面（肯定的側面と否定的側面）が個人の精神的健康や適応にいかなる影

響を及ぼすかについて、対人ストレス、対人ストレスコーピング、ソーシャル・サポートなどの観点から

検討を行っている。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

谷口弘一 (2023). ソーシャル・サポート 笹山郁生 (編) 集団と社会の心理学 (ライブラリ 

心理学を学ぶ 7) サイエンス社 pp.89-117. 

谷口弘一・保森智彦 (2022). 科学教育における 21 世紀型スキル―高校生を対象にした実

態調査― 中国四国心理学会第 78 回大会 広島市 安田女子大学, 学会発表 (2022

年 11 月 27 日). 

谷口弘一・保森智彦 (2022). 科学教育における 21 世紀型スキルに関する追試研究―大

学生を対象にした実態調査― 日本心理学会第 86 回大会 東京 日本大学, 学会発表 

(2022 年 9 月 10 日, Hybrid 開催). 

谷口弘一 (2022). 親の養育態度が子どもの社会的スキル，学校適応感，および絶望感に

及ぼす効果―中学生を対象にした検討― 下関市立大学論集, 66, 49-53. 

谷口弘一・保森智彦 (2022). 教育現場観察実習が教職意識ならびに教育実習不安に与

える影響 下関市立大学論集, 65, 59-63. 

科研費等の受託事業

実績 

谷口弘一 (研究代表者) 対人ストレスコーピングに関する実践的介入研究 日本学術振興

会 科学研究費補助金 基盤研究 (C) 2011 年 4 月～2015 年 3 月 

田中宏二・淵上克義 (研究代表者) 教師のエンパワーメント向上のための社会的資源に関す

る総合的研究 日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究 (B) 2004 年 4 月～

2007 年 3 月 

谷口弘一 (研究代表者) サポートの互恵性と精神的健康との関連に対する個人内及び個人

間発達の影響 日本学術振興会 科学研究費補助金 特別研究員奨励費 2003 年 4 月

～2005 年 3 月 

キーワード 

Interpersonal stressors, Interpersonal stress coping, Social support, 

Attachment style, Mindfulness, Genetic polymorphism, Parent-offspring 

conflict over mate choice 

SDGs への対応  

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 塚原 ひとみ 学位 博士（医学） 

所属（学部・学科） 新学部設置準備室 職位 特命教授 

主な専門分野 看護管理学 看護教育学 母性看護学 

研究について 

テーマと概要 

テーマ：バイオマーカー指標を用いた喫煙妊産婦への禁煙支援介入 

概 要：妊娠を禁煙の契機とできず喫煙を継続する妊産婦に着目し、家族を含めたタバ

コをやめられない要因やストレス状況を探索し、喫煙の影響を可視化したバイオ

マーカー指標を用いて喫煙妊産婦とその家族を含めた禁煙支援。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

1.塚原ひとみ,坂口ちか子,光野由利子,高木敦子 他,看護師の喫煙実態と職業性スト

レスとの関連, 福岡大学医学紀要 2007,34(4),pp.285～290. 

2.H Tsukahara, K Noda, K Saku, A Randomized Controlled Open 

Comparative Trial of Varenicline Versus Nicotine Patch in Adult 

Smokers: Efficacy Safety and Withdrawal symptoms (The VN-

SEESAW Study). Circulation Journal 2010 ,74（4）,pp771～778.  

3. K Takata, S Imaizumi, E Kawauti, H Tsukahara, et al. Impact of 

Cigarette Smoking Cessation on High-Density Lipoprotein 

Functionality― VN-SEESAW-HDL ―Circulation Journal 2014,78 

(12) ,pp2955-2962. 

4. Y Kamizono, Y Shiga, Y Suematsu, S Imaizumi, H Tsukahara, K 

Noda , T Kuwano, K Fujimi, K Saku, S Miura, Impact of cigarette 

smoking cessation on plasma  α-Klotho levels-VN-SEESAW-Klotho 

Study. Medicine2018,97：35（e11947）

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/30170389/ 

5. 佐久間良子,塚原ひとみ,不妊治療中女性の葉酸摂取の認識と食事摂取およびサプ

リメント服用の実態,日本看護福祉学会誌,2021,25(2),pp79-94. 

6. 藤理絵,中嶋恵美子,有田久美,原田春美,塚原ひとみ,卒後2～3年目看護師の看

護実践力を育成する中堅看護師の指導力に関する研究, 日本看護福祉学会誌

,2022,27(2),pp159-168. 

科研費等の受託事業 

実績 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：バイオマーカーを指標とした妊娠期・授乳期の

長期的禁煙支援プログラムの開発と検証、課題番号（3593359）平成 23 年～平

成 26 年（研究代表者） 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：可視化したバイオマーカー指標を用いた喫煙妊

産婦への禁煙支援介入効果の検証、課題番号（16K12128）、平成 28 年～令

和 2 年（研究代表者） 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：仕事経験を学習に転換する次世代リーダー育

成プログラムの開発、課題番号（23593211）平成 23 年～平成 25 年（研究分

担者） 

・科学研究費、基盤研究（A）課題名：卒後１年目看護師の定着率向上を目的とし

た広域包括支援プログラムの開発研究、課題番号（24249097）、平成 24 年～平

成 27 年（研究分担者） 

・科学研究費、基盤研究（B）課題名：発達障害傾向のある看護学生への現任教育

まで含めた適応支援ガイドラインの作成、課題番号（16H05573）、平成 28 年～

令和元年（研究分担者） 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：高齢者が社会の新たな担い手として活躍する

都市型高齢者社会貢献システムモデルの構築、課題番号（16K12325）、平成 28

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/30170389/
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年～令和 2 年（研究分担者） 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：妊娠適齢期女性に対する葉酸摂取啓蒙のた

めのヘルスリテラシー支援プログラムの開発、課題番号（19K11026）、平成 31 年～

令和 2 年（研究分担者） 

キーワード 看護教育 看護継続教育 看護管理 禁煙支援 母性看護学 

SDGs への対応 
3：妊娠前から子育て期にある女性と子どもへのたばこの影響を最小にする支援の研究 

4：発達障害傾向にある看護学生の適応・学習支援に関する研究 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 鶴沢 真 学位 修士（ファイナンス） 

所属（学部・学科） 経済学部 国際商学科 職位 教授 

主な専門分野 コーポレートファイナンス、銀行システム、決済システム 

研究について 

テーマと概要 
・スタートアップやベンチャー企業の新しい資金調達手段 

・キャッシュレス決済の動向および利用要因 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・『バリュエーションの理論と実務』(共著)日本経済新聞社、2021 

・「バーゼル規制対応の資本性証券の商品性と課題」証券アナリストジャーナル第 55 巻第

7 号、2017 

・「わが国における新型エクイティファイナンスの分析－新株予約権の第三者割当による公

募増資代替スキーム」（共著）早稲田国際経営研究,第 50 号、2019 

・「スタートアップ企業の新たなファイナンス手法－企業価値評価や情報生産をしないファイ

ナンス」（共著）早稲田国際経営研究,第 51 号、2020 

・「スマートフォンによるキャッシュレス決済の進展と利用要因」昭和女子大学現代ビジネス

研究所紀要、2022 

・「ＭＳワラントの資金使途分析－研究開発型ベンチャー企業のファイナンス－」 

証券経済研究,第 122 号、2023 

科研費等の受託事業 

実績 

 

キーワード イノベーション、スタートアップ、キャッシュレス 

SDGs への対応 
8. 働きがいも経済成長も   

9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 中上 裕有樹 学位 
博士（医学） 

理学修士（統計学） 

所属（学部・学科） 
経済学部国際商学科 

大学院経済学研究科教育経済領域 
職位 准教授 

主な専門分野 データサイエンス・統計学・生物統計学 

研究について 

テーマと概要 

主に消化器がんの臨床試験や個別化治療に関連する臨床データの論文執筆や論文化に向け

た統計学・データサイエンス的解析・統計的コンサルティングを行っています．消化器がんなどに対

しての予後予測に有用となる様々なバイオマーカー同定などを，統計学・データサイエンス的手法

及びシミュレーション法を用いて報告してきました．またライフインテリジェンスコンソーシアム

（LINC）*のメンバーであり，服薬指導の個別化，臨床研究・治験の効率化，治療の費用

対効果分析，デジタルヘルスデータ基盤構築，メンタルヘルス・運動器疾患リスクの予測などの

共同研究の代表・分担者として研究活動を行っています． 

*製薬・化学・食品・医療・ヘルスケア関連のライフサイエンス分野における AI，ビッグデータ開発

目的で 2016 年 11 月に京都大学，理化学研究所，医薬基盤・健康・栄養研究所などが

主体で設立，2021 年 4 月より法人化． 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・ Clinical outcomes of second-line chemotherapy after gemcitabine and 

cisplatin plus S-1 treatment for patients with advanced biliary tract cancer 

in the KHBO1401-3A study. Yoshitaro Shindo, Hiroaki Nagano, Yuki 

Nakagami, et al. ONCOLOGY REPORTS. 2023. 

・CD4 and FOXP3 as predictive markers for the recurrence of T3/T4a stage II 

colorectal cancer: applying a novel discrete Bayes decision rule. Yuki 

Nakagami, Shoichi Hazama, Nobuaki Suzuki, et al. BMC Cancer. 2022.  

・ Association of Plasma Branched-Chain and Aromatic Amino Acids with 

Reduction in Kidney Function Evaluated in Apparently Healthy Adults. MH 

Mahbub, Natsu Yamaguchi, Yuki Nakagami, et al. Journal of Clinical Medicine. 

2021. 

・Viral elimination is essential for improving surgical outcomes of HCV-related 

HCC: Multicenter retrospective analysis. Masao Nakajima, Shogo Kobayashi, 

Yuki Nakagami, et al. Annals of Gastroenterological Surgery. 2020. A top 

cited paper in Annals of Gastroenterological Surgery 2020-2021. 

・ Intratumoral-infiltrating CD4+ and FOXP3+ T Cells as Strong Positive 

Predictive Markers for the Prognosis of Resectable Colorectal Cancer. Taichi 

Kuwahara, Shoichi Hazama, Yuki Nakagami, et al. British Journal of Cancer. 

2019. 

・令和 2 年，第 33 回日本バイオセラピィ学会奨励賞優秀演題 

・令和 2 年，第 41 回癌免疫外科研究会奨励賞 

・ 令 和 元 年 ， 7th International Conference of Federation of Asian Clinical 

Oncology トラベル・グラント受賞 

・令和元年，第 57 回日本癌治療学会学術集会最優秀演題賞 

科研費等の受託事業

実績 

・「電子カルテ情報によるリアルワールドデータを用いた病態進行を予測する AI の開発」文部科

学省科学研究費助成事業・基盤研究 (C)・研究分担． 

・「院内リアルワールドデータに基づく，がんを対象とした数ヶ月余命予測システムの開発」文部科

学省科学研究費助成事業・基盤研究 (C)・研究代表． 

・「腫瘍浸潤免疫細胞の CyTOF 解析による Stage II 大腸癌予後因子の同定」山口大学

基金・研究代表． 
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・「CyTOF による大腸腫瘍浸潤 CD4+FOXP3+細胞の解析と予後因子としての役割」文部

科学省科学研究費助成事業・基盤研究 (C)・研究分担． 

・「生活習慣病に合併する肝癌の早期診断マーカーの開発：血中細胞外小胞の解析」文部

科学省科学研究費助成事業・基盤研究 (C)・研究分担． 

・「自然免疫因子を新規バイオマーカーとした非ウイルス性肝がんの早期診断法開発」文部科学

省科学研究費助成事業・基盤研究 (C)・研究分担． 

キーワード 
統計学，データサイエンス，ヘルスデータサイエンス，生物統計学，自然・人文社会科学系分

野への統計的コンサルティング，個別化治療，消化器がん，がん免疫，次元縮約，分類 

SDGs への対応 3. 人々に保健と福祉を 

その他 https://researchmap.jp/y.nakagami 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 中川 圭輔 学位 修士 

所属（学部・学科） 経済学部国際商学科 職位 准教授 

主な専門分野 経営学（企業倫理） 

研究について 

テーマと概要 企業倫理の日韓比較 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・韓国の社会事情と職業倫理に関する予備的考察 

・商人倫理に関する日韓比較研究－褓負商と近江商人－ 

・国立国会図書館関西館アジア情報室が所蔵する朝鮮語資料に関して－経済・経営分

野を中心に－ 

科研 費 等の受託 事 業実

績 

 

キーワード 企業倫理、企業の社会的責任（CSR） 

SDGs への対応 
１２ 

企業の社会的責任について 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 中嶋 恵美子 学位 博士（医学） 

所属（学部・学科） 新学部設置準備室 職位 特命教授 

主な専門分野 基礎看護学、看護教育、看護倫理 

研究について 

テーマと概要 

「高齢者の社会貢献に関する研究」 

高齢者が社会の新たな担い手として活躍する社会の構築を目的に、高齢者の社会貢献

活動に関する意識と活動実態、および若い世代が高齢者に期待する社会貢献活動につ

いての調査研究を基にした高齢者支援プログラムの開発 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・中嶋恵美子、塚原ひとみ（2023）「地方都市に居住する前期高齢者の社会貢献活

動の実態」第 36 回日本看護福祉学会学術大会 

・中嶋恵美子、塚原ひとみ、西村優紀美、正野逸子、佐藤亜紀（2021）「発達障害

傾向にある看護学生の支援ガイドライン」pp.1～29 

・藤理絵、中嶋恵美子、他 3 名（2022）「卒後 2～3 年目看護師の看護実践力を育

成する中堅看護師の指導力に関する研究」日本看護福祉学会誌 27（2），pp.159

～168 

・ Hiroko Kukihara, Niwako Yamawaki, Michiyo Ando, Yoshiko 

Tamura,Kumi Arita, Emiko Nakashima（2018）“The Mediating effects of 

Resilience, Morale,and Sense of Coherence Between Physical Activity 

and Perceived Physical/Mental Health Among Japanese Community-

Dwelling Older Adults : A Cross-Sectional Study”Journal of aging and 

Physical activity 26(4),pp.544～552 

・中嶋恵美子、細井薫、他 5 名（2015）「大学新入生の BMI と生活習慣との関連分

析」 

福岡大学医学部紀要 42（1）,pp.23～30 

・原田広枝、山下千波、須崎しのぶ、中嶋恵美子、塚原ひとみ（2014）「次世代リーダ

ーの早期選抜教育に関する現状と課題」日本医学看護学教育学会誌 23（1）pp.33

～37 

科研 費等の受 託事 業実

績 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：高齢者が社会の新たな担い手として活躍する

都市型高齢者社会貢献システムモデルの構築、課題番号（16K12325）、2016～

2021 年（研究代表者） 

・科学研究費、基盤研究（B）課題名：特別な支援を要する看護学生への教育力育

成プログラムの開発、課題番号（20H03970）、2020～2024 年（研究分担者） 

・科学研究費、基盤研究（B）課題名：発達障害傾向のある看護学生への現任教育

まで含めた適応支援ガイドラインの作成、課題番号（16H05573）、2016～2019

（研究分担者） 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：父親と母親の視座から検討する子育て参加と

協同への支援体制づくりに関する研究、課題番号（18K10631）、2018～2022

（研究分担者） 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：可視化したバイオマーカー指標を用いた喫煙妊

産婦への禁煙支援介入効果の検証、課題番号（16K12128）、2016～2020

（研究分担者） 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：高齢者を介護する中高年単身者のワーク・ライ

フ・バランス支援ニーズの研究、課題番号（16K02063）、2016～2020（研究分

担者） 

・科学研究費、基盤研究（C）課題名：地域在住者の高齢者レジリエンス・トレーニング
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のプログラム開発に関する研究、課題番号（16K12230）、2016～2019（研究分

担者） 

・科学研究費、基盤研究（A）課題名：卒後１年目看護師の定着率向上を目的とし

た広域包括支援プログラムの開発研究、課題番号（24249097）、2012～2015

（研究分担者） 

キーワード 看護学教育、基礎看護学、新卒看護師支援、高齢者支援 

SDGs への対応 

3：高齢者を介護する中高年単身者への支援に関する研究や子育て支援体制作りの研

究 

4:発達障害傾向にある看護学生の適応・学習支援に関する研究 

11：高齢者が社会の新たな担い手として活躍する都市型高齢者社会貢献システムモデ

ルの構築に関する研究 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 中林 浩子 学位 修士（教育学） 

所属（学部・学科） 特別支援教育特別専攻科，教養教職機構 職位 教授 

主な専門分野 
学校臨床心理学，教師教育，生徒指導・教育相談，特別支援教育，ピア・サポート，協

同学習，インクルーシブ教育 

研究について 

テーマと概要 

不登校・いじめ・暴力行為・学級崩壊等に対応できる真の力量を備えた教員に必要な要員を

探る「教師の熟達化研究」を行っている。また，教師の協働体制についても，リーダーシップの視

点から研究を行っている。 

・包括的生徒指導における効果的な教員研修のあり方に関する研究 

・協同学習における教師の自己理解・他者理解が互恵的相互依存関係に及ぼす影響と教師

の指導行動のあり方に関する研究 

・子どもの学ぶ意欲を高める授業デザインと教師の意識に関する研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・中林浩子・沖林洋平・栗原慎二『包括的生徒指導の教員研修が教員の教師効力感とメタ

認知に及ぼす影響』ピア・サポート研究，16．1-11,2020 

・中林浩子・栗原慎二『UDLを基軸にした授業改善による児童の変容に関する一考察』 学習

開発学研究，14．75-83,2022 

・栗原慎二編著『マルチレベルアプローチMLA誰もが行きたくなる学校づくり－日本版包括的生

徒指導の理論と実践』第2章6，7，68-80, ほんの森出版，2017年 

・会沢信彦他編著『教育エレク不登校の予防と対応』第 9 章 ピアサポート 142-145, 図書

文化社，2020 年 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード 
教師の熟達化，包括的生徒指導プログラム（ＭＬＡ），ＵＤＬ（学びのユニバーサルデザイ

ン），ピア・サポート 

SDGs への対応 

4．包括的生徒指導プログラム（ＭＬＡ）による教師の力量形成 

10．インクルーシブ教育システム構築と学校マネジメント 

11．ピア・サポート：地域の課題を自分たちで解決できる子どもの育成 

16．ＵＤＬ(学びのユニバーサルデザイン)で誰もが学べる授業改革・授業デザイン 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 長濱 幸一 学位 博士(経済学) 

所属（学部・学科） 経済学部経済学科 職位 准教授 

主な専門分野 西洋経済史・西洋史 

研究について 

テーマと概要 

主テーマ 19 世紀末～20 世紀初頭のプラハ商工会議所研究 

 →経済利害と民族利害の調整機関としての商工会の役割を研究 

サブテーマ フェアトレード教育 

 →九州・山口の大学生を中心としたフェアトレード活動の実践を大学教育と結びつけないかとい

う問題関心で取り組んできた 

主な研究業績 

（5 点程度） 

主テーマ 

長濱幸一「1850/70 年代のプラハ商工会議所の工業化と民族問題―最後のドイツ人会頭

R.ドッツァウアーの目を通して―」『九州歴史科学』第 38 号, 2010 年, pp.49-68。 

長濱幸一「1884 年選挙後のプラハ商工会議所役員会―多数派交代と協調体制の再建に

着目して―」『経済学部論集(長崎県立大学)』第 47 巻第 1 号, 2013 年, pp.1-28。 

長濱幸一「1900 年プラハ経済界における民族和解の提案」『長崎県立大学経済学部論集』

第 49 巻第 3 号, 2015 年, pp.1-27。 

長濱幸一「1898 年プラハ経済人の意見聴取会について(1)」『長崎県立大学経済学部論

集』第 50 号第 3 号,2016 年, pp. 23-45。 

サブテーマ 

長濱幸一「反知性主義時代における西洋経済史ゼミの試み」木村務・古河幹夫編著『地方

大学の挑戦』石風社, 2017 年, pp.173-207。 

科研費等の受託事業

実績 

主テーマ 科研費の採用あり 

キーワード 
主テーマ・・・ナショナリズム、商工会議所 

サブテーマ・・・フェアトレード、SDGs 

SDGs への対応 

主テーマ・・・16 

 →19 世紀後半のハプスブルク帝国は民族問題で覆われていたと思われがちだが、歴史的な制

約条件の下で平和・公正を模索していた。そのため、16 が適切だと考えた。 

サブテーマ・・・1,12,16,17  

 →フェアトレードは SDGs と親和性の高い活動として認知されている。 

  フェアトレードのと関わりの強いナンバーを選択した。 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 西田 郁子 学位 博士（経済学） 

所属（学部・学科） 経済学部国際商学科 職位 准教授 

主な専門分野 流通論 

研究について 

テーマと概要 

食品業界のサプライチェーンにおける組織間関係の研究 

取引主体間の利益の分配やリスク分担のあり方や、取引によって生まれる利益に着目して

いる。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

「地域産業の生産財取引における関係構築戦略—愛知県西尾抹茶産地の流通システ

ムの事例—」企業経営研究 第 22 号、pp.47-61、2019 年 

「愛知県西尾抹茶産地の流通戦略」（共著）『地域産業のイノベーションと流通戦略』

千倉書房、pp.83-100、2020 年 

The Function of Network-Style Transactions in Local Japanese Industry: 

A Case Study of the Plum Industry in the Minabe-Tanabe Region of 

Wakayama, Kindai Management Review Vol.9, pp.92-104, 2021. 

科研 費等の受 託事 業実

績 

 

キーワード 流通システム、ビジネスシステム 

SDGs への対応 

「9」 

本研究は地域産業（特に農産物を原料とする食品産業）の持続可能性を高めるビジネ

スシステムを明らかにすることを目的としている。 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 野津 隆臣 学位 博士（経済学） 

所属（学部・学科） 経済学部経済学科 職位 講師 

主な専門分野 ゲーム理論、産業組織論 

研究について 

テーマと概要 

ときに捨象されしかしながら現実的に妥当と言えるような仮定の下で企業の意思決定を考

えるゲームモデルを研究し、企業行動の分析やそれに関連して産業構造や政策の研究を

行う。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

Collusion with capacity constraints under a sales maximization rationing 

rule. International Journal of Game Theory (forthcoming)  

科研 費等の受 託事 業実

績 

 

キーワード ゲーム理論、競争政策 

SDGs への対応 9 に対する経済学的アプローチ 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 韓 昌完（ハン チャンワン） 学位 
博士（医博(障)第 88 号） 

博士（経営学）第 84 号) 

所属（学部・学科） 
経済学研究科（教育経済学領域）・教養教

職機構・特別専攻科 
職位 学長・教授 

主な専門分野 
教育経済学、組織マネジメント、社会制度・政策、ソーシャルデータサイエンス（乳幼児教育から

高齢者の QOL）、インクルーシブ教育 

研究について 

テーマと概要 

制度・政策や組織マネジメントとソーシャルデータサイエンスを柱として、現場で適応できるような制

度・政策の理論的確立や、システム開発を行っている。 

1． 教育における経済学的課題 

2． 組織マネジメントに関する理論や尺度開発 

3． 大学における学習成果の可視化システム開発 

4． 組織におけるモチベーションに影響与える要因や持続可能性に関する分析システム開発 

5． パーソナルマネジメント評価システム開発 

6． インクルーシブ教育評価システム開発 

7． 乳幼児教育評価システム開発 

主な研究業績 

（5 点程度） 

１．Changwan HAN, Eun-Joo LEE, Tsutomu IWAYA, Hitomi KATAOKA and 

Masahiro KOHZUKI. Development of the Korean Version of Short-Form36-

Item Health Survey: Health Related QOL of Healthy Elderly People and 

Elderly Patient in Korea, The Tohoku Journal of Experimental 

Medicine,203(3): 189-194, 2004. 7 

→242 回被引用（Google Scholar、2020 年 12 月基準） 

→impact factor=0.700 

 

2． Changwan HAN, Yuki YAJIMA, Eunjoo LEE, Kazuo NAKAJIMA, Makiko 

MEGURO, Masahiro KOHZUKI. Validity and Utility of the Craig Hospital 

Inventory of Environmental Factors for Korean Community-Dwelling Elderly 

with or without Stroke. The Tohoku Journal of Experimental Medicine, 

206(1): 41-49,2005.5 

→21 回被引用（Google Scholar、2020 年 12 月基準） 

→impact factor=0.927 

 

3．Changwan HAN, Yuki YAJIMA, Kazuo NAKAJIMA, Eunjoo LEE, Makiko 

MEGURO, Masahiro KOHZUKI. Construct Validity of the Frenchay  Activities 

Index  for Community-Dwelling Elderly in Japan. The Tohoku Journal of 

Experimental Medicine, 210(2): 99-107, 2006.10 

→25 回被引用（Google Scholar、2020 年 12 月基準） 

→impact factor=1.012 

 

4．韓 昌完，太田 麻美子，權 偕珍 ，通常学級に在籍する IN-Child(Inclusive 

Needs Child:包括的教育 を必要とする子)Record の開発 ，Total Rehabilitation 

Research, 2016, 3:84-99. 2016，２ 

→12 回被引用（Google Scholar、2020 年 12 月基準） 

 

5．韓昌完，沼館知里，呉屋光，照屋晴奈切れ目のないキャリア教育のための評価尺度

(Scale for Coordinate Contiguous Career; Scale C ³ ) の 開 発 ， Journal of 

Inclusive Education，2018，４；1-20，2018，2 
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→5 回被引用（Google Scholar、2020 年 12 月基準） 

 

6．韓昌完，子どもの概念形成と才能発掘の実態把握を 行うための構造化された評価ツール

の開発 ―3～5 歳児を対象とした CRAYON Book の領域と項目の検討― ，Journal of 

Inclusive Education, 2019, 6:27-40. 2019，2 

科研費等の受託事業

実績 

1． 生活を重視した安全な避難方法と避難生活リハビリプログラムによる被災者生活復帰支援 

－基盤研究(B) 研究期間: 2012 年  -  2015 年 

2．特別支援教育成果評価尺度（SNEAT）の開発と授業成果評価モデルの構築 

－基盤研究(C) 研究期間: 2015 年  -  2018 年  

3．特別支援教育支援員配置によるインクルーシブ教育推進成果評価尺度の標準化 

－基盤研究(C) 研究期間: 2016 年  -  2019 年 

4．教育成果評価のための新しい QOL 尺度の開発 

 －基盤研究（C）研究期間: 2019 年 - 2021 年 

5．IN-Child の教育的診断と支援システムの構築 

－塩野義製薬株式会社 研究期間: 2017 年  -  2020 年 

キーワード 
教育経済学、組織マネジメント、社会制度・政策、ソーシャルデータサイエンス、インクルーシブ教

育、乳幼児教育、評価システム開発 

SDGs への対応 

1． 子供の貧困と教育格差に関する研究 

3．障がい児・者、高齢者の QOL に関する研究 

4．乳幼児教育、義務教育、高等教育における質保証に関する研究 

5．女性が活躍出来る組織づくりのためのマネジメント 

8．従業員のモチベーション向上と持続のためのマネジメント 

10．障がい者・児の差別解消のための研究 

11．子育て支援を通した住み続けるまちづくり 

16．インクルーシブ教育、ダイバーシティ教育を通して公平公正な教育を実現するための研究 

その他 

・ Daejeon city, Korea,The achievement award (Mayor: Seunghyo 

PARK,No.19629) Dec.2008（韓国大田広域市長 功労表彰（市長：朴城孝、第

19629 号）） 

・Minister of health and welfare families, Korea government, The achievement 

award (Minister: Jaehee JEUN ,No.64975) Apr.2009（大韓民国 保健福祉家族

部長官功労表彰(長官：全在姬、第 64975 号)） 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう  
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基本情報 

氏名 平松 拓 学位 学士（経済学） 

所属（学部・学科） 経済学部国際商学科 職位 特命教授 

主な専門分野 国際金融論、企業財務論 

研究について 

テーマと概要 

・日本の国際収支、成熟した債権国化への道とその先の展望 

・国際通貨問題としての暗号資産の法定通貨化、デジタル通貨、決済システム 

・企業価値経営の金融市場への波及効果について 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・『米国との比較で読み解くわが国株式発行市場の変化』公益財団法人国際通貨研究所「研

究レポート」2018 年 

・『新たな事業価値の創造』（共著）九州大学出版会 2016 年 

・『国際金融読本』（共著）㈶国際通貨研究所編、東洋経済新報社 2004 年 

・『EU の拡大と国際通貨としてのユーロ』外国為替研究会、「国際金融」2003 年 

・『欧州における金融サービス統合の進展』（共著）外務省委託調査、㈶国際通貨研究所編 

2001 年 

・『国内輸入業者に対する実地調査』財務省委託調査、㈶国際通貨研究所 2001 年 

・『外国為替の知識』（共著）日本経済新聞社 2001 年 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード 
国際収支、経常収支、発展段階説、成熟した債権国、ビットコイン、デジタル通貨、ブロックチェ

ーン、財務レバレッジ、ROE、自社株式購入 

SDGs への対応 

８．働きがいも経済成長も 

９．産業と技術革新の基盤を作ろう 

11. 住み続けられるまちづくりを 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 

  



63 

基本情報 

氏名 平山 也寸志 学位 博士（法学） 

所属（学部・学科） 経済学部国際商学科 職位 教授 

主な専門分野 民法学 

研究について 

テーマと概要 代理の研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

著書 

①平山単著『代理権濫用の研究』（信山社、2018 年 12 月） 

②共著：伊藤進監修、長坂純＝川地宏行編集『改正民法[債権法]における判例法理の射

程』（「11 利益相反行為の効果（108 条 2 項）」79－87 頁所収他 3 項目、平山執筆

担当）（第一法規、2020 年 9 月） 

 

論文等 

③平山単著「成年後見人の代理権濫用に関する検討の覚書」村田彰先生還暦記念論文集

編集委員会編『村田彰先生還暦記念論文集 現代法と法システム』47－62 頁（酒井書

店・育英堂、2014 年 12 月） 

④平 山 単 著 「代 理 権 濫 用 に関 する改 正 民 法 107 条 の解 釈 上 の諸 問 題 」銀 行 法 務 

21No.845(2019 年 8 月号)44-51 頁（2019 年 8 月） 

⑤平山単著「裁判例研究 高齢で要介護状態にあり、アルツハイマー型認知症と診断されてい

る親に子が面会する権利の妨害を予防することが必要とされた事例―横浜地裁平成 30 年 7

月 20 日決定－（判例時報 2396 号 30 頁）―」実践成年後見 93 号 97－104 頁

（2021 年 7 月） 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード 代理制度 

SDGs への対応 

９ 

概要：信頼できる代理人による取引により、人は、経済活動の範囲を広げることができます。代

理制度は産業を発展させます。 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 

  



64 

基本情報 

氏名 福田 龍樹 学位 博士（工学） 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 講師 

主な専門分野 無線通信工学、信号処理、機械学習 

研究について 

テーマと概要 

・機械学習を用いた無線通信システムにおける雑音除去に関する研究 

・防災システムの利活用に向けたシミュレーション 

主な研究業績 

（5 点程度） 

[1] Keiichi Yonemura, Hideyuki Kobayashi, Keiichi Shiraishi, Tatsuki 

Fukuda, et.al., “Cybersecurity Teaching Expert Development Project by 

KOSEN Security Educational Community,” Proc. of the IEEE Global 

Engineering Education Conference, pp.1643-1651, 2022. 

[2] Naruki Shirahama, Tatsuki Fukuda, “Report of the 2nd International 

Hackason,” Proc. Of ISATE 2021, pp.121-126, 2021. 

[3] Tatsuki Fukuda, “A Development of Simulator Considering Behavioral 

Psychology of Japanese to Improve Evacuation Ratio in Flood,” 

International Journal of Advanced Computer Science and Applications, 

vol.11, no.4, pp.735-740, 2020. 

[4] 福田 龍樹, “避難するね！ボタンを用いた避難促進システムの開発,”北九州工業

高等専門学校研究報告, vol.53, pp.41-44, 2020. 

[5] Tatsuki Fukuda, “Improvement in Accuracy of Signal Detection Aided 

by Element-Based Lattice Reduction for Massive MIMO Wireless 

Communication Systems, ”  北 九 州 工 業 高 等 専 門 学 校 研 究 報 告 , vol.52, 

pp.23-27, 2019. 

科研 費等の受 託事 業実

績 

[1] 2018 年 高専機構・防災科研協働コンテスト（研究代表者） 

テーマ名：「避難するね！」ボタン 

[2] 2019 年 高専防災コンテスト（研究代表者） 

テーマ名：大地震発生時における避難口自動開放システム 

キーワード MIMO 無線通信システム、機械学習、シミュレーション 

SDGs への対応 

9.産業と技術革新の基盤をつくろう 

高速・高信頼な無線通信システムを実現するために必要な信号の送受信における処理手

法について研究 

 

11.住み続けられるまちづくりを 

自然災害、特に大雨による被害をなくすためにシミュレーションを用いた防災システムの効率

的な利活用を研究 

その他 
 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 藤井 美男 学位 博士（経済学） 

所属（学部・学科） 経済学部・経済学科 職位 特命教授 

主な専門分野 西洋経済史 

研究について 

テーマと概要 

（テーマ）西欧中世都市史・手工業史および近代国家形成史の研究 

（概要）ヨーロッパ中世の都市の社会経済を探求することに端を発し、近代国家がどのような史

的形成過程を経たのか、制度分析を含めて考究する。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

(1)『中世後期南ネーデルラント毛織物工業史の研究―工業構造の転換をめぐる理論と実証

―』（九州大学出版会）平成 10 年． 

(2) 『ブルゴーニュ国家とブリュッセル―財政をめぐる形成期近代国家と中世都市―』（ミネルヴ

ァ書房）平成 19 年． 

(3) Some considerations on the financial policy of the first Duke of Valois-

Burgundy, Dewilde,B./Poukens.J.(eds.), Entrepreurs, institutions & 

government intervention in Europe (13th-20th centuries): essays in 

honour of Erik Aerts, (Academic and Scientific Publishers), Brussels, 

2018, p.87-100. 

(4) 「15 世紀中葉フィリップ＝ル＝ボンの対都市政策―ブラバント都市ブリュッセルの事例を中

心に―」藤井美男（編著）『ブルゴーニュ国家の形成と変容―権力・制度・文化―』

（九州大学出版会）平成 28 年, pp.35-78. 

(5)「中世後期ブラバント公権と都市―近代国家形成過程における君主＝都市関係の予備的

考察―」『経済学研究』(九州大学)第 83 巻第 5･6 合併号, 平成 29 年, p.51-70. 

科研費等の受託事業

実績 

〇科研費研究代表者 

(1) 課題名：ヴァロワ朝ブルゴーニュ国家の社会・経済・文化に関する統合的研究、課題

番号：22320146、科研費区分：基盤(B)、 研究機関：九州大学、平成 22 年

～平成 24 年。 

(2) 課題名：市外市民と上級権力：西欧中近世における都市・国家関係の研究、課題

番号：15K02940、科研費区分：基盤(C)、研究機関：九州大学、平成 27 年～

平成 30 年。 

〇科研費研究分担者 

課題名：西欧中・近世における国家の統治構造と機能、課題番号：15320100、科研

費区分：基盤(B)、 研究機関：九州大学、平成 15 年～平成 17 年、研究代表者：

神寶秀夫（九州大学大学院 人文科学研究院 教授）。 

キーワード 西欧中世都市、手工業史、南ネーデルラント、ブルゴーニュ国家 

SDGs への対応 

４．過去の教育経験を踏まえ、教育の高度化を目指す。 

５．女性史の探求など、教育内容にジェンダー論を含める。 

10．現代世界の経済と社会の形成過程に関する講義を通じて、不平等根絶を追求する。 

その他  

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 古庄 夏香 学位 修士（看護学） 

所属（学部・学科） 新学部設置準備室 職位 准教授 

主な専門分野 看護学 

研究について 

テーマと概要 

・血液透析患者の口腔乾燥を改善する看護ケアプログラムの開発、 

・慢性疾患を持つ患者の看護に関する研究 

・看護教育に関する研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・古庄夏香，黒田裕子，安藤敬子，小田正枝，林みよこ，中木高夫，山勢博彰，

柏木公一，伊藤美佐江（2008）「電子カルテ稼動中の施設における看護師の思考過

程の分析」看護診断学会誌 13（2），ｐ.5～12． 

・小田正枝編集：小田正枝、井出裕子、山勢博彰、藤野成美、伊東美佐江、小田日

出子、焼山和憲、下舞紀美代、古川秀敏、宇佐美しおり、窪田惠子、穴井めぐみ、古

庄夏香（2008）「事例でわかる看護理論を看護過程に生かす本」pp.172～187，照

林社. 

・古庄夏香, 二重作清子（2012）「大学入学時における看護学生の看護専門職とし

ての目標に対する取り組み」キャリアと看護研究 2（1）pp.55～62. 

・Kumi Uchiyama，Hiroko Kukihara，Natsuka Furusho（2012）「Meaning 

of an Amyotrophic Lateral Sclerosis Patient's and his Main Caretaker's 

Worldview in Home Care」International Nursing Care Research, 11(2)，

p.69～81 

・政時和美，大場美緒，古庄夏香，中井裕子，村田和子，笹山万紗代，山口馨

子，福田和美（2022）「学内での対面とオンラインを組み合わせた成人慢性看護学実

習の取り組み」福岡県立大学看護学研究紀要 19 巻 pp.115～122. 

科研 費等の受 託事 業実

績 

・日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究（B）研究課題「看護実践の質向

上を導く看護支援システム構築に関する研究」（研究課題番号：19390550）2007

～2010 年 連携研究者   

・日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究（C）研究課題「高齢血液透析患

者の唾液分泌と口腔内衛生状態改善に向けた口腔ケアプログラムの開発」（研究課題

番号：70412690）2019～2023 年 研究代表  

キーワード 患者教育、看護理論、透析看護、看護技術、慢性看護学 

SDGs への対応 3.人々に保健と福祉を（看護技術、看護介入に関する研究） 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 馬 叢慧 学位 博士 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 准教授 

主な専門分野 日中文化比較、中国語教育 

研究について 

テーマと概要 
日中茶文化の比較、売茶翁の荘子の受容、中国語教育法、 

中国語教育への中国文化の応用 

主な研究業績 

（5 点程度） 

『外来食文化と日本人』（著書、共著） 弦書房   2020 年 9 月 

 

『売茶翁の逍遥遊』（著書、単著） 駿河台出版社  2020 年 3 月 

 

『中国スタディツアー16 日間－ゼロから学ぶ中国語入門－』 

（著書、共著） 駿河台出版社  2019 年 3 月 

「大学初級中国語テキストについての一考察  

―発音編を中心に―」（論文、単著） 

『日中言語文化』第 14 号 p.59～p.71 2021 年 9 月 

「大学における中国語教育に見る文化的要素の考察 ―日本で作成された初級・初中級テキ

ストを中心に―」（論文、単著） 

       『日中言語文化』第 13 号 p.11～p.24 2020 年 9 月 

 

科研費等の受託事業

実績 

中国語教育文法に基づくタスク中心型言語学習ゲームを取り入れた初級教材の開発と効果 

(基盤研究（C）) 2021 年～2024 年（研究分担者） 

キーワード 茶文化、煎茶、売茶翁、中国文化、中国語教育、タスク 

SDGs への対応 4. 質の高い教育をみんなに 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 

  



68 

基本情報 

氏名 松浦 健二 学位 博士（医学） 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 講師 

主な専門分野 薬理学、機械学習、因果推論 

研究について 

テーマと概要 

認知症の予防薬/治療薬の探索：因果推論のアルゴリズムを使って認知症患者の遺伝子発

現プロファイルを解析し、認知症の原因となる遺伝子発現ネットワークとそこに作用する化合物

の探索を行っている。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・Proteomics analysis of the heart in normal aging mice. Journal of Medical 

Investigation pp.217-223, 2022. 

・ Proteomic analysis involved with synaptic plasticity improvement by 

GABAA receptor blockade in hippocampus of a mouse model of Alzheimer’s 

disease. Neuroscience Research pp.61-68, 2021. 

・Changes in the expression of prefoldin subunit 5 depending on synaptic 

plasticity in the mouse hippocampus. Neuroscience letters pp.134484, 

2019. 

・Proteomic Analysis of Hippocampus and Cortex in Streptozotocin-Induced 

Diabetic Model Mice Showing Dementia. Journal of Diabetes Research 

pp.8953015, 2018. 

・The influence of chronic nicotine treatment on proteins expressed in the 

mouse hippocampus and cortex. European Journal of Pharmacology pp.16-

25, 2016. 

科研費等の受託事業 

実績 

・「長期記憶形成下で新規合成される蛋白質の機能解析と長期記憶障害への適用」, 日

本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）, 研究分担, 2023 年 4 月~2026

年 3 月. 

・「人工知能を用いた学力向上プラン ~因果構造に基づく学習計画の提案~」, 学長裁量

経費による教育改革推進プロジェクト, 研究代表, 2022 年 4 月~2023 年 3 月. 

・「糖尿病モデルマウスの学習記憶機能障害に対するニコチンの効果とプロテオーム解析」, 喫

煙科学研究財団 若手研究, 研究代表, 2016 年 4 月~2019 年 3 月. 

・「分子シャペロン プレフォルディンはシナプス可塑性に必須な分子なのか？」, 日本学術振興

会科学研究費補助金 若手研究（B）, 研究代表, 2013 年 4 月~2016 年 3 月. 

・「アルツハイマー病モデルマウスの学習記憶障害に対するニコチンの効果に関与する蛋白質の

探索同定」, 喫煙科学研究財団 特定研究, 研究分担, 2012 年 4 月~2016 年 3 月. 

・「2-ベンズアゼピン誘導体による皮膚創傷治癒促進作用の検討」, 日本学術振興会科学

研究費補助金 若手研究（スタートアップ）, 研究代表, 2008 年 4 月~2010 年 3 月. 

キーワード アルツハイマー型認知症、細胞老化、因果推論 

SDGs への対応 3. 人々に保健と福祉を 

その他  

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 

  

基本情報 

氏名 松﨑 守利 学位 修士（体育学） 

所属（学部・学科） 教養教職機構 職位 准教授 

主な専門分野 健康運動学、運動生理学、柔道 

研究について 

テーマと概要 

健康づくりにおける科学的根拠に基づいた運動の実践方法 

アスリートのパフォーマンス向上のためのトレーニング 

柔道選手の体力特性 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・小学生の行動体力および身体活動量と学校管理下における外傷発生の関係、九州女子大

学紀要,53(2): 101-114. 平成 30 年 3 月 

・大学柔道選手における股関節の柔軟性について、日本武道学会第 46 回大会 

第 1 回国際武道会議（茨城県）武道学研究 第 46 巻別冊, 104. 平成 25 年 9 月 

・小学生柔道選手における股関節の柔軟性について、日本武道学会第 49 回大会 

（三重県）武道学研究 第 49 巻別冊, 41. 平成 28 年 9 月 

・Effects of exercise training on biomechanical properties of aged rat orta.  

（継続運動が高齢期ラットの胸部大動脈壁の生化学特性に及ぼす影響）、1992 Olympic 

Scientific Congress、平成元年 9 月 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード  

SDGs への対応  

その他  
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基本情報 

氏名 松本 義之 学位 博士（工学） 

所属（学部・学科） 
経済学部国際商学科・経済学研究科（経済

コミュニティシステム・国際ビジネス領域） 
職位 教授 

主な専門分野 経営情報・知識工学 

研究について 

テーマと概要 経営・経済分野における知識工学に関する応用 

主な研究業績 

（5 点程度） 

論文：ディープラーニングを利用した出土銭貨の画像認識 

論文：Study of Knowledge Acquisition Using Rough Set Merging Rule from 

Time Series Data 

論文：SNS から収集した近接地域情報のテキストマイニングによる分析 

書 籍 ： （ 共 著 ） Information Granularity, Big Data, and Computational 

Intelligence 

書籍：（共著）進化技術ハンドブック 第Ⅲ巻 応用編 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード 知識工学・テキストマイニング・ディープラーニング 

SDGs への対応 
9． 

知識工学に関わる新しい情報システムやその応用 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 水谷 利亮 学位 修士（法学） 

所属（学部・学科） 経済学部公共マネジメント学科 職位 教授 

主な専門分野 地方自治論、行政学 

研究について 

テーマと概要 小規模自治体の自治のあり方に関する研究 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・水谷利亮「小規模自治体と自治体間連携－｢圏域行政｣と｢圏域自治｣」（日本地方自治

学会編『自治の現場と課題（地方自治叢書 32）』敬文堂、2020 年） 

・水谷利亮・平岡和久『都道府県出先機関の実証研究』（法律文化社、2018 年） 

・水谷利亮「ほんとうに｢地方消滅｣してしまうの？－人口減少社会の到来と地域づくり－」（上

田道明編『いまから始める地方自治［改訂版］』法律文化社、2023 年） 

・水谷利亮「小規模自治体と圏域における自治体間連携」（石田徹・伊藤恭彦・上田道明

編著『ローカル・ガバナンスとデモクラシー』法律文化社、2016 年) 

科研費等の受託事業

実績 

【基盤研究(C)（一般）：研究代表者（共同研究）】 

・「地方自治と「行政の非効率・ムダ」論の研究：水道事業の民営化と再公営化の分析

（2022～2024 年度予定）」 

・「小規模町村の自律と重層的自治体間連携の実証研究：多元・協働型自治の可能性の

検討」（2019～2023 年度） 

・｢融合型の地方自治制度における｢二重行政｣の研究｣(2014～2016 年度) 

・｢複線型自治制度における地域産業振興と府県機能に関する実証研究｣(2011～2013 年

度) 

・｢平成の大合併後における複線型自治制度の実態と府県機能に関する実証研究｣(2008～

2010 年度)、 

キーワード 小規模自治体、自治体間連携 

SDGs への対応 特になし。 

その他 特になし。 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 村田 和博 学位 博士（経済学） 

所属（学部・学科） 
経済学部国際商学科・経済学研究科（経済

コミュニティシステム・国際ビジネス領域） 
職位 教授 

主な専門分野 経営学史、経済学史 

研究について 

テーマと概要 

イギリス古典派経済学における企業に関する学説史的考察 

アダム・スミスから J.S.ミルに至るイギリス古典派経済学者たちが記した主要な著書を紐解き、彼

らの企業的側面を学説史的に研究している。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

1．『経営学―学説、理論、制度、そして歴史―』（単著）、五絃舎、2005 年 

2．『基礎から学ぶ経営学』（単著）、五絃舎、2009 年 

3．『19 世紀イギリス経営思想研究―C.バベッジ、J.モントゴメリー、A.ユア、および J.S.ミルの

経営学説とその歴史的背景―』（単著）、五絃舎、2010 年 

4.「J.S.ミルにおける企業分析とアソシエーション―C.バベッジの所説を手掛かりに―」、『経済学

史研究』第 49 巻第 1 号、2007 年 

5．「イギリスにおける分業論の展開―アダム・スミスから J.S.ミルまで―」、『現代経営学の潮流と

限界―これからの経営学―』（『経営学史学会年報』第 22 輯）、文眞堂、2015 年 

科研費等の受託事業

実績 

科研費 

1．若手研究（B）、「19世紀前半期イギリスの経営学説史―Ａ.ユアを中心に―」、平成13

年度～平成14年度、研究代表者  

2．萌芽研究、「19世紀前半期イギリスの経営学史研究、平成17年度～平成19年度、研

究代表者  

3．基盤研究（C）、「イギリス古典派経済学における企業像とその経営理論的考察」、平成22年

度～平成25年度、研究代表者 

4．基盤研究(C)、「経営資源論的アプローチによるイギリス古典派経済学の研究」、平成26年度

～平成30年度、研究代表者 

キーワード 古典派経済学、経営学史、経済学史 

SDGs への対応 
8 と 10 

経済学史または経営学史の観点から、労働の意義と所得の不平等について考察している。 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 柳 純 学位 博士（学術） 

所属（学部・学科） 
経済学部国際商学科・経済学研究科（経済

コミュニティシステム・国際ビジネス領域） 
職位 教授 

主な専門分野 マーケティング論 

研究について 

テーマと概要 

「日本小売企業の海外進出プロセスと戦略」 

本研究では、日本の小売企業の国際展開過程とマーケティング戦略との関係に着目しながら、

販売手法の現地化プロセスを解明する。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

柳純「台湾ファミリーマートの商品調達と現地化」『流通ネットワーキング』（日刊工業出版）第

277 号、2013 年 5 月、5～9 ページ。 

柳純・鳥羽達郎編『日系小売企業のアジア展開－東アジアと東南アジアの小売動態－』中央

経済社、2017 年。 

柳純「小売企業の海外撤退研究とその課題」『消費経済研究』（日本消費経済学会）第 8

号、2019 年 6 月、145～154 ページ。 

柳純『日本小売企業の国際マーケティング-アジア進出の軌跡と国際知識移転プロセス-』同文

舘出版、2022 年。 

科研費等の受託事業

実績 

平成 23～25 年度日本学術振興会 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成

金）（挑戦的萌芽研究）『日系小売企業の「台湾経由中国出店モデル」と「中国直接出店

モデル」の検証』（研究代表者） 

平成 29～31 年度日本学術振興会 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成

金）（基盤研究(C)）『アジアにおける日本小売企業の進出プロセスと撤退インパクトに関する

研究』（研究代表者） 

キーワード マーケティング、国際マーケティング、小売経営 

SDGs への対応 

「9」 

本研究では、流通産業分野における小売技術（ノウハウ）の国際移転プロセスや日本企業

独自のマーケティング戦略を明らかにする点で、当該産業ならびに当該分野の技術基盤の強化

に貢献できる。 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 藪内 賢之 学位 博士（工学） 

所属（学部・学科） 経済学部国際商学科 職位 教授 

主な専門分野 多変量解析，ソフトコンピューティング，技術経営 

研究について 

テーマと概要 ソフトコンピューティングにおける多変量解析モデル 

主な研究業績 

（5 点程度） 

[1] Y. Yabuuchi and J. Watada, “Building Fuzzy Autocorrelation Model and 

Its Application to Analyzing Stock Price Time-Series Data,” In W. Pedrycz 

and S.-M. Chen (eds), Time Series Analysis, Modeling and Applications, 

Springer-Verlag Berlin Heidelberg, 347–367, doi: 10.1007/978-3-642-

33439-9_16, 2012. 

[2] Y. Yabuuchi and J. Watada, “Building Fuzzy Robust Regression Model 

Based on Granularity and Possibility Distribution,” In W. Pedrycz and S.-

M. Chen (eds), Information Granularity, Big Data, and Computational 

Intelligence, Springer-Verlag Berlin Heidelberg, 247–272, doi: 

10.1007/978-3-319-08254-7_12, 2014. 

[3] Y. Yabuuchi, T. Kawaura and J. Watada, “Analysis of the relation 

between Health Statistics and Eating Habits in Japanese Prefectures 

using Fuzzy Robust Regression Model,” Computers in Biology and 

Medicine, 72 (1), 256–262, doi: 10.1016/j.compbiomed.2016.01.010, 

2016. 

[4] Y. Yabuuchi, “Fuzzification Methods and Prediction Accuracy of Fuzzy 

Autocorrelation Model,” J. Adv. Comput. Intell. Intell. Inform., 21 (6), 

1009–1016, doi: 10.20965/jaciii.2017.p1009, 2017. 

[5] Y. Yabuuchi, “Construction of a Possibilistic Regression Model based on 

Possibility Grades with Vagueness and Relationship with Parameters,” 

Scientiae Mathematicae Japonicae, 81 (3), 257–265, doi: 

10.32219/isms.81.3_257, 2019. 

科研費等の受託事業

実績 

 

キーワード 多変量解析，ソフトコンピューティング，可能性，あいまいさ 

SDGs への対応 

番号：7 

概要：提案する回帰モデルを用いて，アジアにおける酸素生成と消費の分析を行った． 

番号：8 

概要：提案する回帰モデルおよび時系列モデルを用いて，経済時系列データを分析した． 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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基本情報 

氏名 横山 寛和 学位 博士 (経済学) 

所属（学部・学科） 経済学部経済学科 職位 准教授 

主な専門分野 財政学 

研究について 

テーマと概要 
テーマ：財政政策の実証分析 

主に社会保障政策・財政を, 公的データ・資料を用いて実証的に分析する.  

主な研究業績 

（5 点程度） 

(単著) 

 横山寛和 (2017)「医療保険制度の財政制約, 制度間格差と制度改革―後期高齢者

医療制度を巡る政策決定過程―」『経営総合科学』第 107 号, 愛知大学経営総合科学

研究所.  

 横山寛和 (2015)『公的年金の持続可能性分析 年金数理とバランスシートによる接近』

日本評論社.  

 横山寛和 (2013)「わが国の公的年金財政の将来推計モデルの開発」『産研論集』第 40

号, 関西学院大学産業研究所.  

(共著) 

 佐々木伯朗編著 (2019) 『財政学 制度と組織を学ぶ』有斐閣, 第 9 章～第 12 章. 

 井手英策・諸富徹・小西砂千夫企画編集, 小西砂千夫編 (2014) 『日本財政の現代

史 III 構造改革とその行詰り 2001 年～』有斐閣, 第 9 章.  

科研費等の受託事業

実績 

 2020 年度地方公営企業連絡協議会研究助成事業 (2020 年 4 月～) 

 2015 年度地方公営企業連絡協議会研究助成事業 (2015 年 4 月～2016 年 3 月) 

 2014 年度公益財団法人日東学術振興財団研究助成事業 (2014 年 11 月～2016

年 12 月) 

キーワード 経済学, 財政学, 社会保険, 公的年金, 持続可能性 

SDGs への対応 1, 3, 10 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 

  



76 

基本情報 

氏名 渡邉 尚孝 学位 理学修士 

所属（学部・学科） 
経済学部公共マネジメント学科・教養教職機

構 
職位 教授 

主な専門分野 臨床心理学，カウンセリング，コミュニティ心理学，教育心理学，教育経済学， 

研究について 

テーマと概要 

多文化共生教育の課題に関する研究 

社会のグローバル化に伴う多文化共生政策モデルは国際交流の枠組みに留まり、コミュニティに

おける障害等を含んだ異文化への差別や格差解消への視点に乏しい。そのため、身近にある異

文化や差別意識への気づきを促し、多様な文化への寛容さを育む教養教育の在り方及びその

方法論や学習の過程について研究している。 

主な研究業績 

（5 点程度） 

・「グローバル人材育成における教養教育で培われるスキルに関する実践の現状と課題」下関市

立大学教育経済学研究第 1 号,36-49,2022 単著 

・「グローバル人材育成における「多文化共生教育」の課題――「障害の文化モデル」とコミュニテ

ィの学習過程――」 梅光学院大学子ども未来学研究第 14 号 35-51，2019 単著 

・“Pilot Study: Applying the Hard CLIL Approach to an Educational Counseling 

Class in a Japanese University."  梅光学院大学論集第 52 号 83－91，2019 

（共同研究）東 宮史 渡邉尚孝 

・「異文化体験学習の過程と行動変容に関する事例研究――JAOS 留学アセスメントのポート

フォリオ的活用――」梅光学院大学子ども未来学研究第 13 号 33-44，2018 単著 

・「短期海外留学の教育効果に関する質的研究――異文化体験の学習過程を示す記述を

中心として――」梅光学院大学子ども未来学研究第 12 号 39-51， （共同研究）渡邉

尚孝 久保田眞吾 倉増泰弘 

科研費等の受託事業

実績 
なし 

キーワード カウンセリング，多文化共生，グローバル人材育成， 

SDGs への対応 3，5，10, 11, 

その他 
 

 

【SDGs 17 の目標】 

1. 貧困をなくす    2. 飢餓をゼロに   3. 人々に保健と福祉を  

4. 質の高い教育をみんなに   5. ジェンダー平等を実現しよう  6. 安全な水とトイレを世界中に   

7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに  8. 働きがいも経済成長も  9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10. 人や国の不平等をなくそう   11. 住み続けられるまちづくりを 12. つくる責任つかう責任 

13. 気候変動に具体的な対策を   14. 海の豊かさを守ろう  15. 陸の豊かさも守ろう 

16. 平和と公正をすべての人に  17. パートナーシップで目標を達成しよう 
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【産官学連携に関するお問い合わせ】 

下関市立大学都市みらい創造戦略機構（地域連携課） 

〒751-8503 山口県下関市大学町二丁目１－１ 

TEL.083-254-8613 FAX.083-253-1622 

E-MAIL.chiikirenkei@shimonoseki-cu.ac.jp 

発刊◆2023 年 7 月 

発行◆下関市立大学都市みらい創造戦略機構（地域連携課） 


